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仙北市役所仙北市役所 お 仕 事 紹 介 　住民のくらしを支え、地域の未来をつくる——市役所はさまざまな行政サービスを提供しています。戸籍・住民票の
手続きから、教育・福祉・まちづくり・環境・防災など。今月号から、市役所の主な役割と現場で働く職員の取り組み
を、分かりやすくご紹介します。

　税務課は、市税の計算・決定（賦課）を担当し、「市民税
係」と「固定資産税係」の2係体制（計11人）です。
　市民税係は、市県民税・法人市民税・軽自動車税・国民
健康保険税・後期高齢者医療保険料・入湯税・市たばこ税
を担当し、2〜 3月の所得税確定申告期には会場で申告相
談を行います。
　固定資産税係は、土地・家屋・償却資産の現地調査と評
価を行い、登記の変更や3年ごとの評価替えに合わせて課
税します。
　それぞれの税目で、公平・適正な課税と、わかりやすい
説明を大切にしています。

　固定資産税係は、所有者の申告・届出や登記情報をも
とに現地確認を行い、土地・家屋の評価と課税を担当し
ます。
　専門知識が必要で難しさもありますが、現地・家屋調
査で市民の方のお話をうかがいながら学びと経験を積め
る、やりがいのある業務です。それぞれの税目について
解説したチラシやリーフレットを同封し、市税への理解
促進に取り組んでいます。
　市民一人ひとりの状況に寄り添い、気軽に相談できる
環境づくりを心がけています。

　企画政策係は「これからのまちの姿」を考え、計画を立
てる部署です。特に大事にしているのが、限られた予算を
どう使うかを考える「行財政改革」です。市民のみなさん
へのアンケートや、今やっている事業の効果をチェックし
て「本当に必要なこと」や「もっと工夫できること」を見
つけ出します。
　市役所の各部署と協力しながら、無駄を減らし、よりよ
い方法を探すのも大事な仕事です。
　また、インターナショナルスクール誘致や、国家戦略特
区を活用した規制緩和などを通し、地域経済の活性化にも
取り組んでいます。

　総合防災課は、仙北市の防災・危機管理を担い、地震・豪雨・
雪害や秋田駒ヶ岳・秋田焼山の火山災害に対応した計画の
策定・推進を行います。災害時は本部運営、被害把握、避
難所開設や物資配布、迅速な情報伝達を実施し、平常時は
訓練・教育や自主防災の育成、消防団・施設の管理を行い
ます。LINE や安全安心メール、戸別受信機、L アラートな
ど多様な手段で情報発信し、地域のみなさんとともに「自助・
共助」の姿勢で災害に強いまちづくりを進めています。

T さん：私は、主に防災に関する情報発信を担当してい
ます。最近は、仙北市のホームページだけでなく、仙北
市公式 LINE や安全安心メール、新しい防災情報伝達シ
ステムの戸別受信機でも情報を発信しており、「簡潔に・
わかりやすく・すみやかに」を心がけています。
M さん：私は、主に避難所の管理や消防団の車両や備
品の管理業務を行っています。災害発生時には、避難所
は重要な拠点となり、火災発生時には、車両や備品が整
備されていなければ、消火活動に関わります。有事の際
を想定し日ごろからの備えに万全を尽くすことを心がけ
ています。

　まちづくり係は、移住・定住に始まり、空き家対策・利
活用、地域交通体系の整備、地域運営体の総括、男女共同
参画、出会い・結婚支援、地域おこし協力隊、そのほかに
もたくさんの業務を抱える、仙北市の「まちづくり」に関
わる幅広い業務を担当する部署です。
　市役所の内部だけでなく、市民団体や民間企業など、市
民と協力しながら、まちをよりよくするよう日々努力して
います。

　地域交通体系の担当として、地域の移動実態をデー
タと現場の声から把握し、コミュニティバスや路線バ
ス、乗合タクシーなどの運行事業者と路線・停留所・
ダイヤの見直しを進めています。高齢者の通院や買い
物、観光シーズンの混雑、冬期の安全確保など、暮ら
しに直結するテーマが多いため、公共交通座談会など
で地域からいただいたご意見を反映しながら、持続可
能な交通網づくりに取り組んでいます。
　地道な調整の積み重ねですが「前より便利になった」
と言っていただける瞬間がこの仕事のやりがいです。

職 員 の 声職 員 の 声

総務部税務課総務部税務課

企画部企画政策課企画部企画政策課

住みやすく元気な仙北市へ。住みやすく元気な仙北市へ。
政策立案や無駄の排除に政策立案や無駄の排除に
取り組んでいます!取り組んでいます!

企画政策係 Nさん（勤務2年目）

業 務 紹 介業 務 紹 介

職 員 の 声職 員 の 声

企画部まちづくり課企画部まちづくり課

良いまちをつくるべく、市民や関係団良いまちをつくるべく、市民や関係団

まちづくり係 Mさん（勤務4年目）

業 務 紹 介業 務 紹 介

業 務 紹 介業 務 紹 介

職 員 の 声職 員 の 声

業 務 紹 介業 務 紹 介

職 員 の 声職 員 の 声

公平・適正な課税と、わか公平・適正な課税と、わか
りやすい説明を大切にしてりやすい説明を大切にして
います!います!
固定資産税係 Ｉさん（勤務1 年目）

総務部税務課総務部税務課

姉妹都市・友好有縁都市との交流も行っています。

バス停留所の時刻表を張りかえ作業中。

体と連携し、暮らしの課題解決体と連携し、暮らしの課題解決
と地域の魅力づくりを進めていと地域の魅力づくりを進めてい
ます！ます！

現地調査では、土地の現況や利用状況などを確認し
ています。

総務部総合防災課総務部総合防災課

地域の安全を最優先に、地域の安全を最優先に、
全力で備え、迅速に対応全力で備え、迅速に対応
します！します！

消防防災係 T さん（勤務4 年目）

消防防災係 
M さん

（勤務2年目）

火災・遭難などの事案発生時には、現場へ向かい情報収集します。

　行財政改革の業務を行ううえで、事業に関する数字
や資料だけでなく、その事業の背景にある市民のみな
さんの暮らしや地域の実情を読み取ることを心がけて
います。
　「事業を見直す」というと厳しい印象があるかもしれ
ませんが、市民サービスを将来にわたり維持するため
には欠かせないものです。
　他の部署や市民の方と意見を交わし、施策に反映さ
せる過程は、まちづくりの現場を実感できる瞬間でも
あり、この仕事ならではのやりがいです。業務は地道
なものですが、その積み重ねが市の未来をつくる礎に
なると信じ、日々の業務に取り組んでいます。
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市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ホームページ
https://www.city.semboku.akita.jp/

▼桧木内出張所　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

秋
の
施
肥
参
加
者
募
集
！(

参
加
者
特
典
あ
り
）

　
　
　
　
角
館
の
サ
ク
ラ
を
一
緒
に
守
り
ま
せ
ん
か
？

【
問
合
せ
】文
化
財
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
８
４

　
こ
れ
ま
で
は
春
に
桜
の
花
が
散
っ
て
か

ら
行
う
施
肥（
お
礼
肥
え
）の
み
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
よ
り
丁
寧
に
サ
ク
ラ
に

手
を
か
け
、
こ
れ
か
ら
も
角
館
の
サ
ク
ラ

を
大
切
に
し
て
い
く
た
め
に
、
桧
木
内
川

堤
の
桜
並
木
で
秋
の
施
肥
を
市
民
の
皆
さ

ま
と
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
、

秋
の
施
肥
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
を
対

象
に
、
冬
の
時
期
に
剪
定
で
発
生
す
る
端

材
を
配
布
し
ま
す
。
一
緒
に
地
域
の
宝
物

で
あ
る
角
館
の
サ
ク
ラ
を
守
り
、
活
用
し

ま
せ
ん
か
？

●�

開
催
日
時
／
11
月
1
日
㈯ 

10
時
～
11
時

30
分
ま
で（
受
付
開
始
：
9
時
30
分
～
）

●�

集
合
場
所
／
市
営
桜
並
木
駐
車
場

●�

服
装
や
持
ち
物
／
汚
れ
て
も
い
い
服
装
、

手
袋（
シ
ャ
ベ
ル
や
ス
コ
ッ
プ
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
）

●�

参
加
者
の
皆
さ
ま
へ
の
特
典
／
毎
年
冬

か
ら
春
に
か
け
て
行
う
剪
定
作
業
で
発

生
し
た
木
材
や
チ
ッ
プ
、
花
芽
の
つ
い

た
枝
を
来
年
2
月
～
4
月
に
か
け
て
配

布
し
ま
す
。

【
注
意
点
】

▼�

不
定
期
で
発
生
す
る
た
め
、
提
供
で
き
る

時
期
は
不
確
定
で
す
。
施
肥
当
日
の
受
付

の
順
番
で
ご
案
内
し
ま
す
。

▼�

配
布
す
る
際
に
は
、
現
地
に
取
り
に
来
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼�
剪
定
で
発
生
す
る
端
材
の
た
め
、
材
質
や

花
芽
の
量
に
は
バ
ラ
つ
き
が
あ
り
ま
す
。

▼�
均
等
に
配
分
す
る
た
め
、
お
一
人
当
た
り

に
提
供
す
る
量
を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

西
木
市
民
セ
ン
タ
ー
の
市
民
休
憩
室
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】西
木
市
民
セ
ン
タ
ー（
西
木
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
０
０

　
10
月
よ
り
日
直
業
務
が
角
館
庁
舎
に
集

約
さ
れ
ま
す
。

　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど
の
休
日
は
西

木
庁
舎
入
口
を
施
錠
す
る
た
め
、
市
民
休

憩
室
を
ご
利
用
の
方
は
中
央
公
民
館（
西

木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
）の
出
入
り
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※�

ご
利
用
の
際
は
、
中
央
公
民
館
窓
口
へ
お
声

が
け
く
だ
さ
い
。

※
利
用
時
間
は
9
時
～
16
時
と
な
り
ま
す
。

未
登
記
家
屋
名
義
変
更
届
の
提
出
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】税
務
課 （
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）１
１
０
９

　

法
務
局
に
登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋

（
未
登
記
家
屋
）を
相
続
、
売
買
、
贈
与
な

ど
に
よ
り
所
有
者
を
変
更
し
た
場
合
は
、

届
出
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。　

　
未
登
記
家
屋
の
所
有
権
移
転
に
つ
い
て

は
、
税
務
課
で
把
握
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
届
出
が
な
い
場
合
、
翌
年
度
も
所

有
権
移
転
す
る
前
の
所
有
者
へ
課
税
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
12
月
26
日
ま
で
に

届
出
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
届
出
の
提
出
に
は
、
変
更
原
因
に
応
じ

た「
相
続
関
係
図
」「
遺
産
分
割
協
議
書
」

「
契
約
書
」な
ど
の
所
有
権
移
転
が
確
認
で

き
る
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
登
記
済
み
家
屋
は
、
秋
田
地
方
法
務
局

大
曲
支
局
に
所
有
権
移
転
登
記
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。　
　

※�「
未
登
記
家
屋
名
義
変
更
届
」は
各
市
民
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。
仙
北

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。　

自
治
体
等
提
携
融
資
制
度
の
ご
案
内

【
問
合
せ
】商
工
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
５
１

　
各
自
治
体
や
労
働
行
政
団
体
と「
ろ
う

き
ん
」が
提
携
し
て
、
勤
労
者
の
福
祉
の

た
め
に
、
よ
り
低
利
で
身
近
な
資
金
を
提

供
し
、
生
活
設
計
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。

　
２
０
２
５
年
度
よ
り
、「
移
住
定
住
支
援

資
金
融
資
」「
空
き
家
対
策
支
援
資
金
融

資
」を
追
加
し
、
よ
り
ご
利
用
し
や
す
い

商
品
設
計
と
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
ろ
う
き
ん
営
業

部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

商
品
／
生
活
資
金
、
教
育
資
金
、
福
祉

資
金
、
自
動
車
資
金
、
移
住
定
住
支
援

資
金
、
空
き
家
対
策
支
援
資
金
。

●�
融
資
金
額
／
最
高
３
０
０
万
円（
全
商

品
共
通
）

●�

融
資
期
間
／
最
長
15
年（
全
商
品
共
通
）

●�

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
／

▼
仙
北
市
に
居
住
も
し
く
は
勤
務
す
る
方
。

▼�

お
申
し
込
み
時
の
年
齢
が
満
18
歳
以
上
、

満
81
歳
未
満
の
方
。

▼�

同
一
勤
務
先
に
１
か
月
以
上
勤
務
し
て

い
る
方
。
た
だ
し
、
勤
務
１
年
未
満
の

場
合
に
あ
っ
て
は
前
勤
務
先
へ
の
勤
務

実
績
が
１
年
以
上
あ
る
こ
と
を
確
認
で

き
る
方
。

▼�

当
金
庫
の
審
査
基
準
を
満
た
さ
れ
る
方
。

▼�

安
定
継
続
し
た
年
収
が
１
５
０
万
円
以

上
あ
る
方
。

●�

融
資
に
つ
い
て
の
問
合
せ
／

　
東
北
労
働
金
庫　
大
曲
支
店

　
☎
０
１
８
７
‐
63
‐
４
１
０
０

8
月
20
日
に
発
生
し
た
大
雨
被
害
へ
の

                                 

義
援
金
の
受
付
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】会
計
課（
田
沢
湖
庁
舎
）☎（
43
）１
１
１
８

　
8
月
20
日
に
発
生
し
た
大
雨
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
方
を
支
援
す
る
た
め
の
義
援
金

を
受
付
し
て
い
ま
す
。

●�

受
付
窓
口
／

▼�

田
沢
湖
市
民
セ
ン
タ
ー

▼�

角
館
市
民
セ
ン
タ
ー

▼�

西
木
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
田
沢
出
張
所

▼�

神
代
出
張
所

※�

上
桧
木
内
出
張
所
、
桧
木
内
出
張
所
で
は
受

付
し
て
い
ま
せ
ん
。

●�

口
座
振
込
／
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局

▼�

口
座
番
号

　
「
０
０
１
４
0
‐
9
‐
３
６
５
０
５
４
」

▼�

口
座
名
義「
秋
田
県
仙
北
市
大
雨
災
害
義

援
金
」

※�

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
の
窓
口
・
通
帳
ア
プ

リ
か
ら
お
振
込
み
の
場
合
、
手
数
料
は
無
料

と
な
り
ま
す
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
の
お
振
込
み
は

手
数
料
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※�

通
信
欄「
秋
田
県
仙
北
市
大
雨
災
害
義
援
金
」

と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
ゆ
う
ち
ょ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

●�

受
付
期
限
／
12
月
26
日
㈮
ま
で

※�

土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
受
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
→

「
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
送
付
用

　
封
筒
」に
広
告
を
掲
載
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】税
務
課（
田
沢
湖
庁
舎
）☎（
43
）１
１
１
7

　
令
和
８
年
度
の
固
定
資
産
税
納
税
通
知

書
お
よ
び
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
を
送

付
す
る
封
筒
の
裏
面
に
、
広
告
を
掲
載
す

る
事
業
者（
広
告
代
理
店
の
応
募
も
可
能

で
す
）を
募
集
し
ま
す
。

●�

申
込
期
間
／
10
月
1
日
㈬
～
10
月
24
日
㈮

●�

受
付
時
間
／
月
～
金
曜
日 

9
時
～
17
時

（
祝
日
除
く
）

●�

申
込
方
法
／
税
務
課
へ
直
接
持
参
ま
た

は
郵
送（
期
間
最
終
日
必
着
）し
て
く
だ

さ
い
。

※�

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
提
出
は
不
可

と
し
ま
す
。

大
雨
な
ど
の
災
害
に
よ
る
介
護
保
険
料
お
よ
び

　
　
　
　
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
減
免
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】長
寿
支
援
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）２
２
８
１

　
こ
の
た
び
の
大
雨
被
害
に
よ
り
、
第
１
号

被
保
険
者（
65
歳
以
上
）本
人
ま
た
は
主
た

る
生
計
維
持
者
が
、
住
宅
・
家
財
・
そ
の
ほ

か
財
産
に
著
し
い
損
害
を
受
け
た
場
合
は
、

介
護
保
険
料
お
よ
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

料
が
減
免
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●�

対
象
／
介
護
保
険
料
、
介
護
保
険
利
用

負
担
額

●�

申
請
先
／

▼�

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合

　
介
護
保
険
事
務
所　
保
険
給
付
班

  

☎
０
１
８
７
‐
86
‐
３
９
１
1

▼
長
寿
支
援
課
☎
43
‐
２
２
８
１

▼
西
木
市
民
セ
ン
タ
ー
☎
43
‐
２
２
０
０

▼
田
沢
湖
市
民
セ
ン
タ
ー
☎
43
‐
１
１
４
７

●�

問
合
せ
／

▼
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合

　
介
護
保
険
事
務
所　
保
険
給
付
班

　
☎
０
１
８
７
‐
86
‐
３
９
１
1

詳
し
く
は
こ
ち
ら
→

農
地
転
用
に
よ
る
農
業
振
興
地
域
除
外
・

　
編
入
申
請
受
付
の
お
知
ら
せ（
令
和
７
年
度
後
期
分
）

【
問
合
せ
】農
業
振
興
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）２
２
０
６

　
農
業
振
興
地
域
内
に
あ
る
農
用
地（
田
・

畑
な
ど
）を
農
用
地
以
外
の
用
途（
住
居
、

工
場
、
資
材
置
場
、
駐
車
場
な
ど
）に
転

用
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
農
業
振
興

地
域
か
ら
の
除
外
手
続
き（
農
振
除
外
）が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
除
外
手
続
き（
農
振
除
外
）

は
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼��

農
用
地
区
域
以
外
に
代
替
で
き
る
土
地

が
な
く
、
ま
た
事
業
規
模
に
対
し
て
妥

当
な
面
積
で
あ
る
こ
と
。

▼��

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
規
定
す

る
地
域
計
画
の
達
成
に
支
障
を
お
よ
ぼ

さ
な
い
こ
と
。

▼��

除
外
に
よ
っ
て
農
地
の
集
団
性
や
、
農

作
業
の
効
率
化
に
支
障
が
な
い
こ
と
。

▼��

地
域
の
農
業
者
や
担
い
手
な
ど
の
農
用

地
の
利
用
集
積
に
支
障
が
な
い
こ
と
。

▼�

農
業
用
施
設
や
土
地
改
良
施
設（
農
道
・

水
路
な
ど
）の
機
能
に
支
障
が
な
い
こ

と
。  　

▼�

土
地
改
良
事
業
を
実
施
中
の
区
域
で
な

い
こ
と
、
実
施
済
み
の
場
合
は
完
了
し

た
年
度
の
翌
年
度
か
ら
８
年
を
経
過
し

て
い
る
こ
と
。

▼
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
妥
当
性
が
あ
り
、

他
法
令（
農
地
法
、
都
市
計
画
法
な
ど
）の

許
認
可
見
込
み
が
あ
る
こ
と
。

※�

手
続
き
が
完
了
す
る
ま
で
は
お
お
む
ね
6
か

月
程
度
の
期
間
を
要
し
ま
す（
計
画
内
容
に

よ
り
期
間
が
延
び
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

●�

相
談
・
申
請
期
間
／
10
月
1
日
㈬
～
10

月
31
日
㈮（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）
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市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ホームページ
https://www.city.semboku.akita.jp/

▼桧木内出張所　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

【
10
月
26
日
㈰
開
催
】

　
　
　
　
　
あ
き
た
就
職
フ
ェ
ア 　
東
京
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】商
工
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
５
１

　
秋
田
県
で
は
、
県
内
へ
の
移
住
・
就
職

を
考
え
て
い
る
方
や
、
そ
の
ご
家
族
を
対

象
に「
あ
き
た
就
職
フ
ェ
ア　
東
京
」を
開

催
し
ま
す
。

　
秋
田
県
内
へ
の
移
住
・
就
職
を
検
討
す

る
際
に
必
要
と
な
る
暮
ら
し
や
仕
事
の
情

報
を
収
集
で
き
る
ほ
か
、
県
内
企
業
か
ら

直
接
説
明
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な

機
会
で
す
。

　
【
参
加
無
料
】と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※�

先
着
１
０
０
組
に「
サ
キ
ホ
コ
レ（
２
合
）」プ

レ
ゼ
ン
ト
！

●�

日
時
／
10
月
26
日
㈰
12
時
～
16
時（
11

時
30
分
開
場
）

●�

場
所
／
東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー

浜
松
町
館 

2
階
展
示
室（
東
京
都
港
区

海
岸
1
‐
7
‐
1
）

●�

対
象
／
秋
田
県
へ
の
移
住
・
就
職
を
検

討
し
て
い
る
方
、
関
心
が
あ
る
方
な
ど

※�

社
会
人
・
学
生
、
家
族
、
知
人
問
わ
ず
参
加

で
き
ま
す
。

　
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
特
設
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
て
事
前
来
場
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
当
日
来
場
登
録
も
可
能
で
す
。

●�

内
容
／
出
展
企
業
・
市
町
村
な
ど
と
移

住
・
就
職
に
関
す
る
面
談

※�
出
展
者
情
報
は
、
特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

●�

出
展
数
／
企
業
60
程
度
、
市
町
村
な
ど

20
程
度

●�

問
合
せ
／
公
益
財
団
法
人 

秋
田
県
ふ
る

さ
と
定
住
機
構 

　
☎
０
１
８
‐
８
２
６
‐
１
７
３
１

第
18
回
仙
北
市
産
業
祭
農
産
物
出
品
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】農
業
振
興
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
０
６

詳
し
く
は
こ
ち
ら
→

　
第
18
回
仙
北
市
産
業
祭
を
10
月
25
日

㈯
・
26
日
㈰
の
2
日
間
、
仙
北
市
角
館

交
流
セ
ン
タ
ー
な
ら
び
に
仙
北
市
役
所

角
館
庁
舎
駐
車
場
で
開
催
し
ま
す
。

　
市
内
農
家
の
皆
さ
ま
が
育
て
た
農
産

物
の
出
品
を
下
の
表
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。
農
家
の
皆
さ
ま
の
産
業
祭
へ
の

積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

※�

出
品
者
に
は
参
加
賞
を
用
意
し
て
い
ま

す
。

●�

出
品
受
付
日
時
／
10
月
23
日
㈭
10

時
～
15
時
、
10
月
24
日
㈮
10
時
～

12
時

●�

場
所
／
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ 

仙
北
市

営
農
セ
ン
タ
ー（
田
沢
湖
神
代
字
街

道
１
０
０
‐
20
）

●�

問
合
せ
／
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
仙
北

市
営
農
セ
ン
タ
ー 

　
☎
44
‐
３
１
２
１

水稲 玄米 5Kg【紙袋入り】
いも類 馬鈴薯・サツマイモ 3Kg

野菜

トマト・ナス・ピーマン・玉ねぎ・人参ほか 5個

ネギ・ごぼう 5本【2把】

セロリ・里いも 1株
白菜・キャベツ・レタス・長芋・
ほうれん草他菜類

2個 (2本 )
2袋

きのこ類 生しいたけ【２パック】・まいたけ【1株】 ―

花き 切り花【10本】 ―

●出品規格

不
要
物
品
の「
仙
北
市
メ
ル
カ
リShops

」へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
品
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】企
画
政
策
課（
田
沢
湖
庁
舎
）☎（
43
）１
２
４
１

　
仙
北
市
で
は
令
和
4
年
度
に
仙
北
市
メ

ル
カ
リShops

を
開
設
し
、
賞
味
期
限
が

残
り
わ
ず
か
で
廃
棄
す
る
予
定
の
非
常
食

や
、
組
織
再
編
な
ど
に
よ
り
生
じ
た
不
要

物
品
な
ど
を
販
売
し
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
家

庭
か
ら
出
た
不
要
物
品
を「
仙
北
市
メ
ル

カ
リShops

」で
販
売
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
度
も
こ
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　
不
要
物
品
な
ど
が
ご
家
庭
に
あ
り
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
不
要
物
品
を
仙
北
市

が
メ
ル
カ
リ
に
て
販
売
ま
た
は
処
分
い
た

し
ま
す
。

※�

販
売
・
処
分
数
を
制
限
し
ま
す
の
で
、
申
し

込
み
い
た
だ
い
て
も「
メ
ル
カ
リ
」で
の
販
売

ま
た
は
処
分
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●�

申
込
期
間
／
10
月
1
日
㈬
～
10
月
15
日
㈬

●�

申
込
要
件
／
仙
北
市
在
住
の
方
で
次
の

事
項
に
承
諾
い
た
だ
け
る
方

●�

承
諾
事
項
／
不
要
物
品
と
し
て
持
ち
込

み
さ
れ
た
も
の
は
、
引
き
渡
さ
れ
た
時

点
で
所
有
権
を
放
棄
し
た
も
の
と
み
な

し
ま
す
。

※�「
メ
ル
カ
リ
」で
販
売
さ
れ
た
収
益
は
仙
北

市
の
財
源
に
な
り
ま
す
。
不
要
物
品
が
売
れ

て
も
提
供
者
の
収
益
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
願
い
ま
す
。
持
ち
込
み
さ
れ
た
物
品

で
も
汚
れ
や
損
傷
具
合
に
よ
っ
て
出
品
し
な

か
っ
た
り
、
売
れ
な
い
場
合
は
出
品
を
取
り

や
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
仙

北
市
の
判
断
で
適
切
に
処
分
し
ま
す
の
で
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
は

特
に
ご
連
絡
し
ま
せ
ん
。

●�

出
品
の
流
れ
／

①�

仙
北
市
ス
マ
ー
ト
申
請
に
て
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
利
用
で
き
な
い
場
合
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
）申
し
込
み
は
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
も
で
き
ま
す
。

②�

対
象
者
と
し
て
選
定
さ
れ
た
方
へ
は
、

10
月
24
日
㈮
ま
で
ご
連
絡
し
ま
す
。

③�

対
象
者
と
し
て
選
定
さ
れ
た
方
は
指
定

の
日
時（
10
月
31
日
㈮
9
時
～
12
時
頃

を
予
定
し
て
い
ま
す
）・
指
定
場
所（
田

沢
湖
庁
舎
・
角
館
庁
舎
・
西
木
庁
舎
）へ

不
要
物
品
を
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

④�

仙
北
市
で
不
要
物
品
受
け
取
り
後
、「
仙

北
市
メ
ル
カ
リShops

」へ
掲
載
し
、

販
売
開
始
し
ま
す
。

※�「
メ
ル
カ
リ
」ヘ
の
出
品
料
な
ど
、
不
要
物
品

提
供
者
へ
の
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

不
要
物
品
提
供
者
の
個
人
情
報
な
ど
は
公
表

し
ま
せ
ん
。

申
請
は
こ
ち
ら
→

【
ス
ト
ッ
プ
踏
切
事
故
！
】

【
問
合
せ
】ま
ち
づ
く
り
課（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
１
５

　

農
繁
期
に
は
踏
切
を
横
断
す
る
こ
と

が
増
え
て
き
ま
す
。

　

踏
切
事
故
の
多
く
は
、
列
車
が
通
過

す
る
直
前
の
横
断
や
自
動
車
な
ど
が
停

滞
・
エ
ン
ス
ト
・
落
輪
す
る
こ
と
が
原
因

で
市
内
に
お
い
て
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

警
報
機
や
遮
断
機
が
あ
る
踏
切
で
も

横
断
す
る
と
き
は
、
必
ず
一
時
停
止
し
、

安
全
確
認
を
行
い
、
踏
切
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

列
車
は
す
ぐ
に
停
止
で
き
な
い
の
で
、

踏
切
の
手
前
で
は「
必
ず
一
時
停
止
」

を
し
て
、
目
と
耳
で
列
車
が
接
近
し
て

い
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼�

警
報
機
が
鳴
っ
て
い
る
と
き
や
、
遮
断

機
が
下
り
始
め
て
い
る
と
き
は
、
絶
対

に
踏
切
に
侵
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼�

踏
切
を
越
え
た
先
に
自
分
の
車
が
停
め

ら
れ
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
時
は
、
絶
対

に
踏
切
に
侵
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
→

【
秋
田
県
主
催
】令
和
７
年
度
空
き
家
相
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仙
北
市
会
場
）の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】ま
ち
づ
く
り
課（
田
沢
湖
庁
舎
）☎（
43
）３
３
１
５

　
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
方
や
、
自
宅

な
ど
が
空
き
家
と
な
る
見
込
み
の
あ
る
方

を
対
象
に
、
不
動
産
事
業
者
や
司
法
書
士

な
ど
の
専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う「
空

き
家
相
談
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
空
き
家
の
管
理
や
売
却
、
解
体
な
ど
の

対
応
に
お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い（
事
前
予
約
制
）。

【
仙
北
市
会
場
】

●�

日
時
／
11
月
9
日
㈰ 

10
時
～
12
時
50
分

●�

会
場
／
仙
北
市
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

●�

定
員
／
15
組

※�

定
員
に
達
し
た
場
合
は
、
期
限
前
で
も
申
し

込
み
を
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●�

相
談
時
間
／
1
組
あ
た
り
30
分
程
度

●�

申
込
期
限
／
10
月
17
日
㈮

●�

申
込
み
／〈
受
託
事
業
者
〉Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

あ
き
活
L
a
b

　

☎
０
１
２
０
‐
４
０
１
‐
６
８
１

in

in特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
→
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市 information
役所からのお知らせホームページ

https://www.city.semboku.akita.jp/

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼桧木内出張所　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

企
画
展　
「
樺
細
工
館
蔵
品
・
寄
託
品
展
」

【
問
合
せ
】角
館
樺
細
工
伝
承
館 

☎（
54
）１
７
０
0

　
角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
は
10
月
４
日
よ

り
、「
樺
細
工
館
蔵
品
・
寄
託
品
展
」を
開

催
し
ま
す
。
昭
和
53
年（
１
９
７
８
）角
館

樺
細
工
伝
承
館
開
館
以
来
収
集
、
寄
贈
、

寄
託
さ
れ
た
樺
細
工
作
品
の
中
か
ら
、
選

り
す
ぐ
り
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。　

●�

会
期
／
10
月
４
日
㈯
～
令
和
８
年
１
月

25
日
㈰

●�

観
覧
料
／
一
般
５
０
０
円
・
小
中
学
生

３
０
０
円

※�

仙
北
市
民
は
無
料（
運
転
免
許
証
な
ど
の
本

人
確
認
書
類
の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
）

●�

開
館
時
間
／

▼��

11
月
ま
で
：
９
時
～
17
時（
入
館
は
16
時

30
分
ま
で
）

▼��

12
月
か
ら
：
９
時
～
16
時
30
分（
入
館　

は
16
時
ま
で
）

●�

休
館
日
／
12
月
28
日
～
１
月
４
日     

第
53
回
角
館
町
樺
細
工
伝
統
工
芸
展

【
問
合
せ
】角
館
樺
細
工
伝
承
館 
☎（
54
）１
７
０
０

　
日
本
唯
一
の
伝
統
工
芸
品「
樺
細
工
」

の
伝
統
と
技
術
の
研
鑽
に
よ
り
も
た
ら
さ

れ
た
作
品
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

　
創
意
工
夫
さ
れ
た
樺
細
工
作
品
の
、「
手

仕
事
」と「
自
然
」の
ぬ
く
も
り
を
与
え
て

く
れ
る
逸
品
を
み
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

●�

会
期
／
10
月
23
日
㈭
～
10
月
29
日
㈬

●�

開
館
時
間
／
9
時
～
17
時

●�

場
所
／
角
館
町
樺
細
工
伝
承
館 

研
修
室

1
・
研
修
室
2

※
入
場
無
料

第
14
回
仙
北
市
総
合
美
術
展　
《
募
集
作
品
》

【
問
合
せ
】生
涯
学
習
課（
西
木
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
８
３

　
仙
北
市
に
在
住
・
在
学
・
勤
務
し
て
い

る
方
、
ま
た
は
市
内
で
芸
術
活
動
を
し
て

い
る
方（
高
校
生
を
含
み
ま
す
）を
対
象

に
、
次
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
あ
な
た

の
力
作
で
美
術
館
を
彩
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
た
く
さ
ん
の
出
品
を
お
持
ち
し
て
い

ま
す
。

●�

募
集
作
品
／
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

工
芸
、
書
道
、
写
真
、
デ
ザ
イ
ン

●�

申
込
期
間
／
10
月
10
日
㈮
～
12
月
10
日
㈬

●�

会
期
／
令
和
8
年
2
月
1
日
㈰
～
2
月

15
日
㈰

●�

場
所
／
角
館
町
平
福
記
念
美
術
館

※�

作
品
募
集
要
項
、
出
品
届
は
生
涯
学
習
課
、

各
公
民
館
に
備
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
。

思
い
馳
せ
る
１
０
０
周
年

ー
旧
制
角
館
中
学
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
展
ー
開
催

【
問
合
せ
】平
福
記
念
美
術
館
☎（
54
）３
８
８
８

　
旧
制
角
館
中
学
校
は
角
館
町
に
県
立
中

学
校
誘
致
運
動
が
起
こ
っ
た
際
、
角
館
町

出
身
の
日
本
画
家
平
福
百
穂
先
生
が
奔
走

し
建
て
ら
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
平
福

記
念
美
術
館
は
平
福
穂
庵
・
百
穂
父
子
顕

彰
の
た
め
旧
制
角
館
中
学
校
跡
地
に
建
て

ら
れ
ま
し
た
。
同
時
に
郷
土
画
人
や
現
代

作
家
の
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
で
地
域
の

文
化
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
拠
点
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
の
節
目
に
立
ち
会

う
喜
び
を
、
ど
う
ぞ
会
場
で
お
確
か
め
く

だ
さ
い
。

●�

会
期
／
10
月
1
日
㈬
～
11
日
12
日
㈬

●�

休
館
日
／
月
曜
日

※
10
月
13
日
、
11
月
3
日
は
開
催
し
ま
す
。

●�

観
覧
料
／
高
校
生
以
上
５
０
０
円
、
小

中
学
生
３
０
０
円

※
仙
北
市
民
は
無
料

【
出
前
講
座
】生
保
内
節
民
謡
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
保
内
節
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
問
合
せ
】田
沢
湖
公
民
館
☎（
43
）１
０
６
１

　
令
和
５
年
度
よ
り
、
生
保
内
中
学
校
で

は
、
田
沢
湖
公
民
館
の
出
前
講
座
を
利
用

し
、
全
校
生
徒
を
対
象
に「
生
保
内
節
」に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
を
思
う
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
と

し
て
、「
生
保
内
に
い
る
の
な
ら
、
生
保
内

節
を
唄
え
ね
ば
」と
生
徒
た
ち
に
学
校
が

投
げ
か
け
た
一
言
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
公
民
館
で
も
こ
の
言
葉
に「
生
保
内
節

を
守
ら
ね
ね
」と
い
う
強
い
意
思
を
感
じ
、

企
画
し
ま
し
た
。
石
橋
政
文
先
生
を
は
じ

め
民
謡
協
会
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
の
も
と
、

４
回
の
練
習
会
を
行
い
、
学
校
祭
で
、
ご

家
族
や
地
域
の
方
が
た
に
披
露
す
る
予
定

で
す
。
ふ
る
さ
と
の
心「
生
保
内
節
」を
全

校
生
徒
で
唄
い
、
踊
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多

く
の
方
が
た
に
生
徒
た
ち
の
取
り
組
む
姿

を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
活
動
は
引
き
続
き
地
域
に

密
着
し
た
学
習
と
し
て
、
継
続
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
応
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
駒
草
祭（
生
保
内
中
学
校
学
校
祭
）】

●�

日
時
／
10
月
4
日
㈯ 

9
時
～
12
時
30
分

●�

会
場
／
生
保
内
中
学
校

※「
生
保
内
節
」は
後
半
の
演
目
で
す
。

　
み
な
さ
ま
の
お
越
し
を
生
徒
・
職
員
一

同
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
で
は
、
秋
の

企
画
展
を
開
催
し
、
東
京
大
学
で
見
つ

か
っ
た
最
も
古
い
田
沢
湖
産
ク
ニ
マ
ス
の

標
本
と「
ク
チ
グ
ロ
マ
ス
」を
展
示
し
ま

す
。

【
企
画
展
】

「
ク
ニ
マ
ス
～
絶
滅
か
ら
発
見
ま
で
～
」

　
大
凶
作
が
頻
発
し
、
戦
争
が
迫
り
来
る

１
９
３
０
年
代
の
始
め
ご
ろ
、
田
沢
湖
は

食
糧
増
産
や
電
源
開
発
を
目
的
に
開
発
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
と
引
き
換
え
に
湖
は
多
く
の
生
き

物
の
命
と
美
し
い
景
観
を
失
い
ま
し
た
。

そ
の
過
程
で
ど
う
い
う
こ
と
が
な
さ
れ
た

の
か
、
人
び
と
は
ど
の
よ
う
な
努
力
を
し

た
の
か
。
こ
の
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
最
後
の
ク
ニ
マ

ス
漁
師
だ
っ
た
三
浦
久
兵
衛
氏
は
現
在
の

湖
に
い
た
た
ま
れ
ぬ
思
い
を
抱
き
、
過
去

に
ク
ニ
マ
ス
の
卵
が
分
譲
さ
れ
た
湖
を
訪

ね
歩
き
、
晩
年
ま
で
そ
の
姿
を
追
い
求
め

ま
し
た
。
生
前
に
再
会
は
か
な
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
ク
ニ
マ
ス
探
し
の
情
熱
が
起

点
と
な
っ
て
山
梨
県
・
西
湖
で
の
生
息
確

認
ま
で
発
展
し
、
里
帰
り
を
望
む
人
び
と

の
思
い
を
喚
起
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
展
で
田
沢
湖
に
ま
つ
わ
る
過

去
と
未
来
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
企
画
展
開
催
中
は
東
京
大
学
総
合
研
究

博
物
館
で
新
た
に
確
認
さ
れ
た
今
か
ら

１
０
０
年
以
上
昔
に
採
取
さ
れ
た
最
も
古

い
田
沢
湖
産
ク
ニ
マ
ス
の
標
本
と「
ク
チ

グ
ロ
マ
ス
」を
展
示
し
ま
す
。
こ
の
貴
重

な
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
。

※�「
ク
チ
グ
ロ
マ
ス
」は
田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未

来
館
内
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

●�

開
催
期
間
／
10
月
4
日
㈯
～
11
月
30
日

㈰
9
時
～
16
時

※
毎
週
火
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

●�

開
催
場
所
／
田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館

●�

そ
の
他
／
仙
北
市
民
の
皆
さ
ま
は
無
料

で
す
。ク

ニ
マ
ス
情
報
→

ク
ニ
マ
ス
未
来
館

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
→

ク
ニ
マ
ス　
～
絶
滅
か
ら
発
見
ま
で
～

【
問
合
せ
】田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
☎（
49
）８
１
３
１

Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations 8899 2025-102025-10広報せんぼく広報せんぼく



市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147　仙北市公式LINE　あなたのポケットに市役所を。 追加はこちらから→

市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147

　
市
で
は
、
仕
事
や
生
活
の
悩
み
、
経
済

的
な
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、
そ
の
悩
み
が

深
刻
化
・
複
雑
化
す
る
前
に
、
早
期
の
相

談
支
援
を
実
施
す
る
た
め
の
相
談
窓
口
と

し
て『
仙
北
市
自
立
相
談
応
援
セ
ン
タ
ー
』

を
開
設
し
て
い
ま
す
。「
こ
ん
な
相
談
し
て

い
い
の
か
な
？
」「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い

い
か
わ
か
ら
な
い
」な
ど
、
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
に
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●�

対
象
と
な
る
方
／
失
業
、
病
気
や
ケ
ガ
、

家
族
の
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

で
経
済
的
に
お
困
り
の
方

●�

支
援
内
容
／

▼�

専
門
の
相
談
員
が
あ
な
た
の
悩
み
に
寄

り
添
っ
て
、
ど
う
し
た
ら
良
い
か
一
緒

に
考
え
て
い
き
ま
す
。

▼�

支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
自
立
し
た
生

活
が
可
能
に
な
る
よ
う
継
続
的
に
支
援

を
行
い
ま
す
。

▼�

窓
口
に
お
い
で
い
た
だ
い
て
の
相
談
の

ほ
か
、
自
宅
に
伺
っ
た
り
、
仙
北
市
社

会
福
祉
協
議
会
各
支
所
や
市
役
所
市
民

セ
ン
タ
ー
、
出
張
所
で
も
対
応
可
能
で

す
。

●�

費
用
／
無
料

●�

相
談
・
問
合
せ
／
仙
北
市
自
立
相
談
応

援
セ
ン
タ
ー（
仙
北
市
社
会
福
祉
協
議

会
内
）

　
☎
０
８
０
‐
８
０
８
７
‐
９
７
８
１

※�

こ
の
制
度
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に

基
づ
く
も
の
で
、
市
が
仙
北
市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
委
託
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

仕
事
や
暮
ら
し
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】社
会
福
祉
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）２
２
８
４

秋
田
県
ひ
き
こ
も
り
理
解
促
進
・
調
査
事
業
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
す
る
協
力
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】社
会
福
祉
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）２
２
５
５

　
県
で
は
、
９
月
20
日
～
12
月
31
日
に「
県

民
の
生
活
状
況
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
～

ひ
き
こ
も
り
支
援
の
充
実
に
向
け
て
～
」を

実
施
し
て
い
ま
す
。
書
面
回
答
を
希
望
の

場
合
は
仙
北
市
役
所
社
会
福
祉
課（
角
館

庁
舎
）、
西
木
市
民
セ
ン
タ
ー
、
田
沢
湖
市

民
セ
ン
タ
ー
、各
出
張
所
窓
口
に
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
と
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ウ
ェ
ブ

上
か
ら
の
回
答
を
希
望
の
場
合
は「
あ
き

た
び
じ
ょ
ん
10
月
号
」を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
→

美
し
い
空
を
あ
な
た
の
手
で
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！ 

稲
わ
ら
焼
き

【
問
合
せ
】生
活
環
境
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
０
８

　
稲
わ
ら
・
も
み
殻
焼
き
は
秋
田
県
公
害

防
止
条
例
で
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
周
辺
に
影
響
が
出
や
す
い
10
月
1

日
～
11
月
10
日
ま
で
の
間
、
全
面
的
に
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
ど
う
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
・
・
・】

▼�

煙
に
よ
る
視
界
不
良
が
、
重
大
な
交
通

事
故
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
。

▼��

目
や
ノ
ド
を
痛
め
る
原
因
と
な
り
、
特

に
体
の
弱
い
方
や
病
気
の
方
に
被
害
が

お
よ
ぶ
こ
と
と
な
り
ま
す
。

▼��

そ
の
ほ
か
に
も
、
周
囲
の
生
活
環
境
を

損
い
、
さ
ら
に
は
火
災
に
つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
焼
却
せ
ず
に
有

効
活
用
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●�

問
合
せ
／
仙
北
地
域
振
興
局 

環
境
指
導

課
☎
０
１
８
７
‐
63
‐
３
６
９
４

   

仙
北
市
生
活
環
境
課
☎
43
‐
３
３
０
８

消
火
栓
の
水
出
し
点
検
を
行
い
ま
す

【
問
合
せ
】総
合
防
災
課（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）１
１
１
５

　
市
と
消
防
署
で
は
、
火
災
な
ど
の
災
害

に
備
え
て
市
内
全
域
で
消
火
栓
の
水
出
し

点
検
を
行
い
ま
す
。

　
消
火
栓
の
状
態
に
よ
っ
て
は
、
水
道
水

に
濁
り
や
空
気
が
混
ざ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
濁
り
な
ど
を
感
じ
た
場
合
に
は
、
水

の
蛇
口
か
ら
、
混
合
水
栓
の
場
合
は
水
の

状
態
で
１
～
２
分
出
し
て
か
ら
ご
使
用
く

だ
さ
い
。
点
検
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い

ま
す
が
、
濁
っ
た
水
が
続
く
場
合
は
総
合

防
災
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
特
に
濁
り
が
発
生
し
や
す
い
角

館
中
心
部
は
、
次
の
日
程
で
点
検
を
行
い

ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●�

点
検
期
間
／
9
月
～
10
月

●�

角
館
中
心
部
点
検
日
時
／
10
月
16
日

㈭
・
23
日
㈭ 

13
時
～
16
時

完
全
予
約
制
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
間
外
交
付
を
行
い
ま
す

【
問
合
せ
】国
保
市
民
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
０
７

　
完
全
予
約
制
に
よ
る
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
時
間
外
交
付
を
行
い
ま
す
。

　
写
真
付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

申
請
し
、
お
手
元
に
交
付
通
知
書
の
ハ
ガ

キ
が
届
い
て
い
る
方
を
対
象
に
、
時
間
外

で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
を
行
い

ま
す
。

※�

交
付
は
予
約
し
た
方
の
み
に
限
り
ま
す
。
ま

た
時
間
外
の
交
付
窓
口
は
角
館
庁
舎
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　
時
間
外
で
の
交
付
を
希
望
す
る
方
は
、

各
交
付
日
の
２
日
前
ま
で
に
電
話
に
て
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
場
所
が

田
沢
湖
庁
舎
、
西
木
庁
舎
と
な
っ
て
い
る
方

に
つ
い
て
も
、
２
日
前
ま
で
に
連
絡
を
い
た

だ
け
れ
ば
角
館
庁
舎
に
て
受
け
取
り
が
可
能

で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
に

つ
い
て
は
原
則
本
人
が
来
庁
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●�

時
間
外
交
付
日
時
／
▼
10
月
／
8
日
、
22

日
、
▼
11
月
／
5
日
、
19
日
、
▼
12
月
／

10
日
、
24
日
の
17
時
15
分
～
19
時
ま
で

●�

持
参
す
る
物
／

▼�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
の

ハ
ガ
キ

▼�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド

※�

紛
失
し
て
い
る
場
合
に
は
、
紛
失
届
を
記
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼�

本
人
確
認
書
類

※�

運
転
免
許
証
、
旅
券
、
在
留
カ
ー
ド
な
ど
の

う
ち
１
点
。
こ
れ
ら
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

健
康
保
険
証
ま
た
は
年
金
手
帳（
年
金
証
書

で
も
可
）お
よ
び「
氏
名
・
生
年
月
日
」ま
た

は「
氏
名
・
住
所
」が
記
載
さ
れ
た
書
類（
社

員
証
、
学
生
証
、
医
療
受
給
者
証
な
ど
）。

▼�

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
の

み
）

●�

予
約
連
絡
先
／
国
保
市
民
課　
市
民
係

☎
43
‐
３
３
０
７（
各
交
付
日
の
2
日

前
ま
で
）

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
コ
ン
ビ

ニ
で
の
証
明
書
交
付
も
行
っ
て
い
ま
す
。
料

金
は
窓
口
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、

未
来
に
向
け
た
取
り
組
み
を
考
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
考
え
を
参
考
に
地
域

の
身
近
な
環
境
を
よ
り
良
く
す
る
た
め

に
、
多
様
な
視
点
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
集
め
、

「
仙
北
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
お

よ
び
立
地
適
正
化
計
画
」に
反
映
す
る
た

め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

　
お
住
ま
い
の
地
域
に
関
係
な
く
、
各
地

区
の
参
加
者
と
交
流
し
、
新
し
い
考
え
や

気
づ
き
を
学
び
な
が
ら
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
方
式（
お
菓
子
や
飲
み
物

を
楽
し
み
な
が
ら
進
め
る
会
議
ス
タ
イ

ル
）で
行
い
ま
す
。
開
催
期
間
中
は
、
何

度
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
の
申
込

フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
仙
北
市
建
設
課
ま
で
、

お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

                       

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す

【
問
合
せ
】建
設
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）２
２
９
５

詳
し
く
は
こ
ち
ら
→

申
込
フ
ォ
ー
ム
→

上
桧
木
内
出
張
所
業
務
の
一
部
再
開
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】西
木
市
民
セ
ン
タ
ー（
西
木
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
０
０

　
上
桧
木
内
出
張
所
は
、
8
月
20
日
の
大
雨

で
被
害
を
受
け
、
現
在
は
仮
設
コ
ン
テ
ナ
で

の
対
応
を
し
て
い
ま
す
が
、
10
月
9
日
か
ら

山
鳩
館
で
業
務
を
行
い
ま
す
。
証
明
書
の
発

行
な
ど
は
、
機
材
の
準
備
が
整
い
し
だ
い
、

順
次
再
開
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
担

が
少
し
で
も
軽
く
な
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け

早
い
全
面
再
開
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

支
援
情
報
→
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市 information
役所からのお知らせホームページ

https://www.city.semboku.akita.jp/

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼桧木内出張所　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

国勢調査の回答はお済みですか？
～回答は 10月8日までにお願いします～

【問合せ】企画政策課 （田沢湖庁舎） ☎43-1112

▶総務省・秋田県および仙北市では、5年に 1度の日本で
最も重要な統計調査「国勢調査」を実施しています。

▶国勢調査は、令和7年10月1日現在、日本に住んでい
るすべての人と世帯が対象です。

▶回答は、10月8日までに、スマホやパソコンから、か
んたん便利なインターネットでお願いします（郵送によ
る提出も可能です）。

▶スマートフォンからの回答は、二次元コードを読み取る
ことで簡単にログインできます。ID やパスワード（ア
クセスキー）の入力は不要です。

▶��10月８日までに回答が確認できない場合は、調査員が
調査票の回収に伺います。

▶��国勢調査は統計法に基づき、日本に住んでいるすべての
人・世帯（外国人の方を含む）に回答の義務がある大切
な調査です。

▶��国勢調査の結果は、国や地方公共団体だけではなく子育
て支援への利用、防災対策への利用、企業などでの利
用など、わたしたちの身近な暮らしに使われています。

▶��万が一、調査書類が届いていない場合や、追加の調査票
が必要な場合（5人以上の世帯など）は、市役所企画政
策課までご連絡ください。

●�インターネット回答期間／
　9月20日㈯ ～ 10月8日㈬
●�調査票（紙）での回答期間／
　10月1日㈬ ～ 10月8日㈬
※�回答いただいた内容は、統計の作成に関連する目的以外に使

用することはありません。
※�国勢調査をよそおった不審な訪問者や、不審な電話・電子メー

ル・ウェブサイトなどにご注意ください。調査員は、その身分
を証明する『国勢調査員証』を携帯しています。

国勢調査については、「国勢調査
2025 キャンペーンサイト」を
ご覧ください。

→

スマホアプリ開発による社会に変化を起こす探究プログラム
Japan Wagamama Awards 2026の無料体験会の参加者募集について

　10代の「たったひとりの願い」を起点に、社会に
変 化 を 起 こ す 探 究 プ ロ グ ラ ム「Japan Wagamama 
Awards2026」の無料体験会が仙北市で開催されます。体
験会では、家族など身近な人の願いを叶えるアプリをつく
る体験ができます。ぜひご参加ください。
●�日時／ 10月27日㈪17時30分～ 19時30分
●�場所／市役所角館庁舎１階会議室
●�定員／ 20名（定員になり次第締切）
●�持ち物／ノートパソコン、スマートフォン、筆記用具
●�参加料／無料
●�申込み／次の URL または二次元コードの申込フォーム

より申込みください。
　https://forms.gle/Ko6vF5saKAdG8CNR7

●�その他／
▶�グランプリ受賞者はアメリカ・マサチューセッツ工科大
学に行くことができる、Japan Wagamama Awards 
2026 の詳細は、次の URL または二次元コードからご
覧ください。

　https://awards.wagamamalab.jp/2026

▶�本選の参加要件は、2026年2月時点で 12歳以上19歳
以下ですが、無料体験会はどなたでもご参加できます。

●�問合せ／企画政策課　☎43-1112

申込フォーム→

詳しくはこちら→

職　種 採用予定数 受　験　資　格 試験内容

薬剤師 若干名 平成3年4月2日以降に生まれた方で、現に薬剤師免許を有する方、
または令和7年度中に実施する国家試験で薬剤師免許取得見込みの方

・�医療従事者として
必要な基礎知識に
関する試験

（専門基礎科目試験）
・作文試験
・面接試験

診療放射線
技師 若干名

平成8年4月2日以降に生まれた方で、現に診療放射線技師免許を有する
方、または令和7年度中に実施する国家試験で診療放射線技師免許取得見
込みの方

臨床検査
技師 若干名

平成７年４月２日以降に生まれた方で、現に臨床検査技師免許を有する方、
または令和7年度中に実施する国家試験で臨床検査技師免許取得見込みの
方

臨床工学
技士 若干名

平成15年４月２日以降に生まれた方で、令和７年度中に臨床工学技士養成
校卒業見込みであり、令和７年度中に実施する国家試験で臨床工学技士免許
取得見込みの方

問市立角館総合病院 総務管理課☎54-2111

市立角館総合病院  令和 8 年度採用 
仙北市病院事業職員を追加募集します

市立角館総合病院
ホームページ

※採用に関する要綱など、詳細は病院ホームページをご確認ください。上記の二次元コードを読み込みでもご覧いただけます。

受付期間
令和8年2月27日㈮まで
※土・日曜日、祝日を除く。8時30分から 17時まで。郵送の場合は 2月27日㈮必着に限ります。
※応募状況により随時締め切る場合があります。

試 験 日 応募状況により日程調整のうえ、実施します

欠格事項
次の欠格事項に該当する方は受験できません
１　日本国籍を有しない者　
２　地方公務員法第16条の規定により地方公務員となることができない者

大切なお知らせ
check!

　これまで各庁舎で行っていた日直業務は、10月から田沢湖・西木庁舎の日直業務を止め、すべて角館
庁舎で対応します。閉庁日（土・日曜日、祝日、年末年始）におけるお問い合わせや戸籍届出の受領などは、
角館庁舎の日直が対応します。
　市民の皆さまには、ご不便をお掛けする場合もありますが、より安定した行政サービスの提供のため、ご
理解とご協力をお願いします。

【これまでの閉庁日の日直】
田沢湖庁舎

角館庁舎

西木庁舎

戸籍届出の受付などはどこの庁舎でも可能でした。

【10月1日からの閉庁日の日直】
田沢湖庁舎（閉庁）

角館庁舎

西木庁舎（閉庁）

戸籍届出の受付などは角館庁舎のみとなります。

××

××

10月から日直業務を角館庁舎に集約します
市役所が休みの日に死亡届や婚姻届などを出す際はご注意ください

問合せ　総務課　☎43-1111

1212Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations1313 2025-102025-10広報せんぼく広報せんぼく



管理者
（北浦教育文化研究所）

③指導者紹介

①登録申請 ②指導者紹介依頼

④連絡

⑤内容相談

依頼者
（学校）指導者など

あなたのキャリアを学校部活動などに活かしてみませんか？
仙北市スポーツ ･ 文化芸術部活動指導者登録システム

　スポーツ部活動（中学生）や文化芸術部活動（小中学生）
の普及、発展、環境整備を図るため、市内の小中学校か
らの依頼に応じて、スポーツや文化芸術活動の指導者と
して登録してくださった方の情報を提供するシステムで
す。
　スポーツ・文化芸術指導者が登録した「指導可能な競
技」「指導できる曜日や時間」「指導対象（年齢）」などの条
件と、小中学校からの依頼内容がマッチした際に、指導

者情報を依頼者（学校）に提供します。
　スポーツ・文化芸術活動経験や指導経験などのキャリ
アを活かして、中学校部活動の地域展開（地域クラブ・団
体への部活動移行など）に貢献くださる方や、実践や指
導などの経験がなくてもスポーツや文化芸術への見識が
高く、スポーツクラブや文化芸術団体などの指導、運営者、
部活動指導員としての地域貢献が可能な方はぜひご登録
をお願いします。

登録・利用の仕組み

　登録する指導者は、次の（１）～（５）の項目の全てに該
当する者とします。

（１）�登録する年の４月１日現在において 18歳以上であ
ること。

（２）次のいずれかに該当すること。
ア �.�公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者

の資格を有する者または取得する予定のある者（ス
ポーツ指導者）。

イ �.�公益財団法人日本スポーツ協会の加盟団体および加
盟団体が関係する上部団体が認定する資格を有する者
または取得予定のある者（スポーツ指導者）。

ウ .�スポーツ・文化芸術に関する学識経験者、またはこれま
でにスポーツ・文化芸術活動に関わった経験があり、そ

の種目・分野における専門知識・技能を有している者。
エ .�スポーツ・文化芸術活動の普及・振興に理解があり、支

援および協力する意欲がある者。
オ . 教員退職者または教員免許状保有者。
カ .�部活動指導員または外部指導者として学校部活動での

指導経験がある者。
（３）�仙北市暴力団排除条例（平成24年３月23日条例第２

号）に規定する暴力団員でないこと。
（４）�前項目の関係者と社会的に非難されるべき関係を有す

る者でないこと。
（５）�過去の指導において、体罰、ハラスメントなど、指導

者として不適格と認められる事項のない者であるこ
と。

スポーツ・文化芸術部活動指導者登録システムについて

指導者登録の要件

指導者登録の方法
　新規登録には、インターネットを利用します。
　右の二次元コードを読み取ってアクセスし、必要事
項をご入力ください。

スポーツ部活動 文化芸術部活動

●�問合せ／仙北市教育委員会北浦教育文化研究所
　　　　　（仙北市役所西木庁舎2階）
　　　　　TEL：0187-43-3387

※地区割ごとの積雪量により、
雪下ろし利用券を追加交付

高齢者世帯など
除雪困難世帯など

市役所 登録事業者

①支援事業の申請

利用券
￥2000②除雪利用券の交付

③除排雪の依頼

④除排雪の作業

⑤除雪費用の一部を
利用券で支払い

 ⑥受領した利用券で
　 費用を請求

⑦利用券分の除雪
費用を支払い

事業者登録申請

事業者登録決定通知

業者や団体、個人など

市 information
役所からのお知らせホームページ

https://www.city.semboku.akita.jp/

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼桧木内出張所　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

　自力で除雪することが困難な高齢者世帯などに対して除排
雪や雪下ろしの費用の一部を助成することにより、冬期間、
安心して生活ができるよう支援することを目的とします。
※�昨年利用した方でも、事業を利用する場合は毎年申し込みが必

要となります。
●�利用対象者／仙北市に住所を有し現に居住している市民

税非課税世帯または市民税均等割のみ課税世帯で、次の
いずれかに該当する世帯とします。ただし、別居の親族
や近隣からの支援がある世帯や生活保護世帯は除きます。
また、登録除雪業者の方で、除雪支援の事業利用が決定
されたときは、業者登録を取り消させていただきます。

①75歳以上のひとり暮らし世帯
②同居者全員が 75歳以上である世帯
③�身体障害者手帳1級～ 3級・療育手帳・精神保健福祉手

帳の所持者、介護保険要介護3 ～ 5認定者、18歳未満
の方のみで構成されている世帯など

④�75歳以上の方と身体障害者手帳1級～ 3級・療育手帳・
精神保健福祉手帳の所持者、介護保険要介護3 ～ 5認
定者、18歳未満の方のみで構成されている世帯など

⑤�そのほか特別な理由のある方で市長が認めた世帯（特別

な理由を確認するため第三者の意見が必要となります
ので、申請窓口でご相談ください）

●�対象となる作業／
▶�住宅から公道までの除雪・排雪（11月～令和8年3月ま

で）…2万円
▶�住宅屋根の雪下ろし（仙北市内6地区割《①上桧木内地

区 ②桧木内地区 ③西明寺・神代地区 ④田沢地区 ⑤生保
内地区 ⑥角館地区》として、市で調査したそれぞれの地
区積雪量がおおむね 90㎝を超え、今後も増加が見込ま
れる場合に交付します）…1万5,000円

※�費用が利用券の額を上回った場合は、差額分の実費を利用者が
除雪業者などに支払うことになります。

※�市は業者紹介や作業事故および揉めごとに関する責任を負い
ません。

●�申込方法／広報に折り込みの申請書または、長寿支援課、
田沢湖・西木市民センターおよび各出張所窓口にある申
請書に、必要事項をご記入のうえ、最寄の窓口に提出し
てください。

●�申込期間／ 10月1日㈬～令和8年3月13日㈮

仙北市高齢者世帯等除雪支援事業の流れ

　自力で除雪することが困難と認められた高齢者世帯など
に、除排雪や雪下ろしに係る費用の一部を助成し、冬期間安
心して生活ができるよう支援することを目的とする事業で
す。この除雪支援に協力できる登録業者などを募集します。
●事業の登録業者など／

（１）�仙北市内に住所を有する法人（例えば、シルバー人材
センター、株式会社、有限会社、公益社団法人、社
会福祉法人など）

（２）�会則を有する団体（例えば、町内会、地域運営体、ボ
ランティア団体、老人クラブなど）

（３）�個人事業者（例えば、建築業、大工、左官、塗装、水道、
ガス会社などの個人業者、または個人）

※�なお、市はこの事業における作業事故および揉めごとに関する
責任を負いません。

●�登録申請先／長寿支援課、田沢湖・西木市民センターお
よび各出張所窓口にある「登録届」に、必要事項をご記
入のうえ、最寄の窓口に提出してください。 

●�登録有効期間／登録証を通知した日から当該年度におけ
る３月31日までとします。ただし、市長もしくは登録
業者などから特段な意志表示が行われないときは、更新
したものとみなします（一度登録したのち、登録終了届
を提出しない限り、現在も更新されています）。

●�注意事項／登録除雪業者の方で、除雪支援の事業利用が決
定されたときは、業者登録を取り消させていただきます。

「仙北市高齢者世帯等除雪支援事業」を行います 【問合せ】　長寿支援課（角館庁舎）  
☎43-2281

除雪支援に協力できる登録業者などを募集します 【問合せ】　長寿支援課（角館庁舎）  
☎43-2281

※登録業者などの一覧は、利用決定通知と一緒にお知らせするほか、仙北市ホームページでも公開しています。
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市 information
役所からのお知らせホームページ

https://www.city.semboku.akita.jp/

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼桧木内出張所　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

学校適正配置計画の策定状況
　　小・中学校の統廃合を盛り込む本計画は、今年度内の策定を目指し最終段階に入っています。
　　残る調整課題は、「中学校統合の組合せおよび時期」です。今後、これまでに行った統合関係学区の保護
者および教職員アンケートなどを参考に計画（案）をまとめ、市民意見交換会などを経て最終判断します。

角館
3校統合

生保内

神代
西明寺
桧木内

角館
4校統合

生保内
神代
西明寺
桧木内

小学校 中学校

組合せ または

統合時期 令和10年度 令和10年度または令和11年度
統合校舎 西明寺小（改修） 神代小（改修）

計画（素案）※詳しくは広報せんぼく4月号に掲載しています。

中学校統合の組合せに関するアンケート結果（5～7月）

設問（選択式） 保護者回答 教職員回答（教育的観点）
生保内中学校について、望ましい
と思うのはどちらですか。

生保内学区の園・小・中保護者
回答：107世帯／対象190世帯

（回答率：56.3%）

小・中学校教職員
回答：142人／対象155人

（回答率：91.6%）
①単独で存続（=3校統合） 51世帯（47.7%） 41人（28.9%）
②統合（=4校統合） 54世帯（50.5%）最多 99人（69.7%）最多
③その他 ２世帯（ 1.8%） ２人（ 1.4%）

【統合の回答に多かった理由】
・多様な考えに触れ、切磋琢磨できるなど、学びの環境面でプラスになる。
・学校生活、行事、部活動などが活発化する（少人数ではできないことがある）。

中学校統合の時期に関するアンケート結果（5～7月）

設問（記述式） 保護者回答 教職員回答（教育的観点）

中学校統合の時期について、ご意
見があればお書きください。

生保内・神代・西明寺
・桧木内学区の園・小・中保護者
回答：218世帯／対象523世帯
　　　（回答率：41.7.%）　

小・中学校教職員
回答：142人／対象155人

（回答率：91.6％）

①令和10年度 30世帯（18.2%） 31人（21.8%）
②令和11年度 35世帯（21.2%）最多 105人（74.0%）最多
③その他 23世帯（ 13.9%） 6人（ 4.2%）
未記入（意見なし） 77世帯（46.7%） ―

【令和11年度の回答に多かった理由】
・10年度に仮校舎（現神代中）に統合するよりも、11年度に新校舎（神代小改修）に統合する方が移転が

1度で済み、子ども達も教職員も負担が少なく落ち着いて学校生活をスタートできる。
※1 記述内容から望ましい統合年度を分類
※2 生保内学区は「統合が望ましい」と回答した54世帯のみ集計
※3 ほとんどが「不安なく準備してもらえればいつでも良い」という趣旨の回答

※1

※3

※2

意見交換会にご参加ください
日時 10月8日㈬ 10月10日㈮ 10月14日㈫ 10月15日㈬

18時30分～（1時間30分程度）

会場 生保内
田沢湖総合開発センター

神代
就業改善センター

西明寺
西木総合開発センター

桧木内
桧木内公民館

対象
仙北市民

※お子さまの託児が必要な場合は、あらかじめ問合せ先までご相談ください。
※居住地以外の会場にも参加できます。

内容 中学校統合の組合せは？ 時期は？ どうする？ など、
保護者および教職員のアンケート結果や意見をふまえて話し合います。

学校適正配置検討委員会を開催
　9月1日、今年度1回目の委員会を開催しました。会議では、中学校統合の組合せおよび時期に関し、
右ページに掲載のアンケート結果などをふまえ、今後の進め方などを協議しました。

【主な検討内容・意見】
　●�「4校で令和11年度に統合」が望ましい。今後、これを案として提示し意見交換を行うべき。
　●統合年度に高校受験を迎える生徒など、不安を感じる児童生徒への配慮が必要である。
　●学校が無くなる地域の衰退を心配する声に対し、将来ビジョンを示していくことが重要である。

生保内・神代・西明寺・桧木内学区　園・小・中保護者合同意見交換会を開催

　　９月22日、神代就業改善センターで、4学区の各校（園）の保護者代表32人により、地域ごとに
異なる事情を理解し合い、望ましい中学校統合の組合せおよび時期に関し、意見を交わしました。

【主な意見】
　●�4校統合だと、多様な人間関係の経験や部活動にも活気
　　が生まれプラス面が多い。
　●�スクールバス運行は、負担軽減や安全性に十分な配慮を
　   してほしい。
　●�11年統合の方が、神代小改修後の新校舎で落ち着いた　

状態で学校生活をスタートできる。
　●�統合校での生活にスムーズになじめるよう統合前の交流　
　   事業を丁寧に行ってほしい。

今後の進め方（予定）
12月 市内すべての園・小・中保護者および地域住民を対象に、計画（案）を提示し意見交換
～1月 学校適正配置計画を策定

　計画策定後は、統合準備委員会を設置し、校名・校歌・校章・制服・学用品・通学体制・教育課
程などの検討や、校舎整備、統合前児童生徒交流事業、閉校記念事業などを実施します。

　学校適正配置に関する取り組み状況は、市ホー
ムページでご覧いただけます（学校適正配置計画
( 素案 )、これまでの学校適正配置検討委員会の会
議記録、意見交換会の開催結果、アンケート結果
など）。

教育委員会
学校適正配置準備室
☎43-3381

角館
3校統合

生保内

神代
西明寺
桧木内
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市 information
役所からのお知らせホームページ

https://www.city.semboku.akita.jp/

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼桧木内出張所　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

仙北市長選挙は、令和7年10月12日㈰に告示、10月19日㈰に投開票の予定です。

のお知らせ

令和 7 年10月19日（日）
投票　7:00 ～ 19:00（市内 21 投票所）

開票　20:30 ～（角館交流センター）

投開票予定日時と会場

仙北市長選挙仙北市長選挙

▼ 投票できる方
　次の条件をすべて満たし、選挙人名簿に登録されて
いる方
●年齢／平成 19 年 10 月 20 日以前に生まれた方
●�住所／令和 7 年 7 月 12 日以前から引き続き仙北市に

住んでいて、住民基本台帳に登録されている方
※�仙北市からほかの市町村へ転出した場合、投票ができません。
※�入場券が届いても、仙北市外へ転出した場合は投票できません。

入場券の発送について
入場券は世帯主の方宛に世帯員分をまとめて送付します。

投票区 投票所

田
沢
湖
地
域

田沢 田沢交流センター

石神 石神会館

武蔵野 仙北市民会館

生保内 田沢湖総合開発センター

潟 思い出の潟分校

岡崎 岡崎生活総合センター

神代 田沢湖福祉医療センター（神代出張所）

梅沢 森腰構造改善センター

卒田 卒田会館

西
木
地
域

上桧木内 多世代交流施設山鳩館

桧木内
西木総合健康増進センター

（吉田体育館）

西明寺北 かたくり館

西明寺南 仙北市役所西木庁舎

投票区 投票所

角
館
地
域

北 外町交流広場

南
県立角館高等学校（定時制課程）
駒草キャンパス 体育館

東 仙北市役所 角館庁舎

西 角館中学校

中川 中川コミュニティセンター

雲沢 雲沢集落センター

西長野 西長野交流センター

白岩 白岩コミュニティセンター

入場券が届きましたら、投票場所を必ず確認してください

▼ 投票所一覧

問合せ／
仙北市選挙管理委員会
（田沢湖庁舎）☎43-1150

　身体に重度の障がいがあり、次の要件にあてはまる方は、所定の手続きで、郵便などに
よる不在者投票ができます。あらかじめ、当選挙管理委員会から「郵便等投票証明書」の
交付を受けておく必要がありますので、ご注意ください。

▼ 郵便などによる不在者投票について

1  �身体障害者手帳に次のいずれかの障がいが記載さ
れている方

▶ �両下肢、体幹、移動機能の障がい…1 級または 2 級
▶ ��心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸の障

がい…１級または３級
▶ �免疫、肝臓の障がい…１級から 3 級まで

2  �戦傷病者手帳にいずれかの障がいが記載されてい
る方

▶ 両下肢、体幹の障がい…特別項症から第 2 項症まで
▶ �心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝

臓の障がい…特別項症から第 3 項症まで

3  �介護保険の被保険者証に要介護状態区分が「要介
護５」と記載されている方

令和 7 年 10 月 13 日（月・祝）～ 10 月 18日（土）
▼ 期日前・不在者投票のできる期間

1  期日前投票は、お住まいの地域に関係なく次の７投票所いずれでも投票できます。

　期日前投票にお越しの際は、入場券裏面の「期日前投票宣誓書兼請求書」にあらかじめ記入しご持参いただくと、
受付がとてもスムーズです（入場券を持参しなくとも、投票は可能です）。

2  �滞在先（出稼ぎなど）で不在者投票を行う場合は、
お早めに請求してください（市役所各庁舎および
各出張所の窓口に 9 月 29 日㈪から、請求書を準
備しています）。

期日前投票を予定している方は、開設時間が投票所により異なるため、ご注意ください。

3  �病院などの指定施設に入院・入所されている場合は、
施設の担当者におたずねください。

4  �郵便による不在者投票（郵便投票証明書をお持ちの
方）は、10 月 15 日㈬までに請求してください。

期日前投票所 期日前投票時間

田沢湖総合開発センター 8:30 ～ 20:00仙北市役所 西木庁舎
タカヤナギワンダーモール店 9:00 ～ 20:00
神代出張所・田沢出張所・桧木内地区
公民館・多世代交流施設山鳩館 8:30 ～ 17:00

▼ 代理投票について

　心身の故障やそのほかの事情により、自分で投票用紙に候補者の氏名などを記
載できない方は、代理投票することができます。代理投票は投票所の事務に従事
する者のうちから 2 人の補助者が決められ、そのうち１人がご本人に代わって
候補者の氏名を代筆し、もう１人がこれに立ち会います。
●代理投票の注意点／
　ご本人が直接投票所へお越しいただく必要があり、選挙人の家族や付き添いの
　方は代筆することはできませんのでご注意ください。また、ご本人がどの候補
　者に投票したいのか意思が確認できない時は、投票することができません。

▼ 点字投票について

　目の不自由な方で点字を打つこ
とが可能な方は、点字で投票する
ことができます。
　点字器についてはご持参いただ
いたものでもご利用できますし、
投票所にも備え付けています。投票区 変更前 変更後

東 角館交流センター
仙北市役所 角館庁舎

（角館町中菅沢81番地8）

上桧木内 紙風船館
多世代交流施設山鳩館

（西木町上桧木内字大森37番地）

●�仙北市長選挙では、下のとおり、投票所が変わります
ので、ご注意ください

●�仙北市長選挙では、下のとおり、期日前投
票所が変わりますので、ご注意ください

変更前 変更後
紙風船館

多世代交流施設山鳩館
（西木町上桧木内字大森37番地）
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市 information
役所からのお知らせホームページ

https://www.city.semboku.akita.jp/

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼桧木内出張所　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

仙北市選挙管理委員会からお知らせです

投 票 所 自 宅 投票所移動支援投票所移動支援

事業について事業について

　選挙時における自宅などと投票所との移動が困難な選
挙人の方を対象に、選挙期日（投票日）に限り、タクシー
による無料送迎の移動支援を実施します。
　希望される場合は、申請書の提出が必要ですので、仙
北市選挙管理委員会事務局までご連絡ください。
　一度対象要件を満たし、この制度に登録されると、次
の選挙以降も基本的に登録が継続されます。

 申込期間 
　仙北市長選挙については、10月14日㈫まで（代理人に
よる申し込みも可能です）

 制度利⽤対象者について 
※次の全てを満たす選挙人が要件です。	
▶現に市内に居住している方
▶選挙期日に市内の投票所において投票できる方
▶�自宅などから投票所への移動が困難で、補助の移動手

段 ( 家族などの送迎 ) がない方
▶�タクシーまで自力で移動できる、または移動を介助す

る方が同伴できる方
▶郵便など投票証明書の交付を受けていない方
▶�不在者投票を行うことができる施設に入院または入所

していない方

 利用に当たっての注意点 
①�利⽤可能な⽇時は、投票⽇当⽇の 9時〜 15時までです。

各タクシー会社の都合もあり時間指定のご要望には応
えられない可能性もありますのでご理解、ご協⼒をお

願いします（投票所への到着、投票終了が利⽤可能時間
内になるようにしてください）。

②�利⽤区間は、⾃宅（乗⾞地）とその投票区投票所との往
復です。途中下⾞や乗⾞地以外への移動はできません。

③期⽇前投票所への利⽤はできません。

 【Q＆A】例えば 
問① 申し込みは選挙のたびに必要ですか？
答①� �一度申し込み、登録された方は、以降の選挙につい

ても移動支援の対象となります。選挙ごと選挙管理
委員会事務局と制度利用の有無を調整していただく
ことになります。

問② �介助する同伴の方も⼀緒にタクシーを利⽤できます
か？

答②� �利⽤できます。介助する方が同乗することは差し支
えありません。

 この制度についての問合せ・申し込み先 
仙北市選挙管理委員会事務局（田沢湖庁舎）☎43-1150

 制度の利⽤方法 

①電話

利⽤を希望する方は、選挙管理委員会事務局へ電話
（☎43-1150）をします。

②申し込み

選挙管理委員会事務局で申込内容を確認のうえ、利用
が適当かを決定します（登録名簿台帳の登録）。

③選挙管理委員会からタクシー会社へ連絡

利用が適当と認められた場合、選挙管理委員会がタク
シー会社との連絡調整を行います。

④タクシー会社からご本人に連絡

利用者に対して、迎車時刻などを確認するためタク
シー会社から連絡があります。

⑤当日・投票

投票⽇当⽇、⾃宅などにタクシーが到着したら、乗⾞
して投票所へ⾏きます（入場券を忘れずにお持ちくだ
さい）。投票所で降⾞し、投票を⾏い投票終了後、同
じタクシーで帰宅してください。

⑥タクシー利用券を渡す

⾃宅到着後「タクシー利用券」に必要事項を記入しタ
クシーの乗務員に渡してください。

　8 月 20 日からの大雨被害によって被災された方が
たに対して、皆さまからたくさんの寄附をいただきま
した。
　ご支援いただき、誠にありがとうございます。

※ 9 月 9 日時点での寄附状況です。
※掲載の順番は、寄附をいただいた順に記載しています。

　災害発生時には、個人や団体、企業など多くの方が
駆けつけ、被災地の普及作業など幅広くご支援くださ
いました。掲載した寄附者のほかにも、たくさんの方
から温かいご協力をいただき、心より感謝申し上げま
す。
　災害支援情報については、下の二次元コードから確
認できます。

詳しくはこちら→

問合せ／仙北市総合防災課
（田沢湖庁舎）☎43-1115

▶株式会社ジーエスエフ 様
▶日本航空株式会社 秋田支店 様
▶ロッヂヨーデル 高橋さやか 様
▶株式会社 孫六温泉 様
▶東電化工業株式会社 様
▶東商事株式会社 様
▶一般財団法人日本森林林業振興会秋田支部内
　全国森林レクリエーション協会秋田支部 様
▶どるず珈琲 様
▶岩手県山田町 様
▶仙北市商工会青年部 様
▶日景真喜子 様
▶株式会社ローカルパワー 様
▶秋田トヨペット株式会社 様
▶株式会社トヨタカローラ秋田 様
▶創和技術株式会社 様
▶ KDDI株式会社 東北総支社 様
▶東北電力株式会社 秋田支社 様
▶一般社団法人 全国農業会議所 様
▶株式会社バスクリン 様
▶深瀬晋吾 様
▶有限会社ワタナベ文具 様
▶指定障がい福祉サービス事業所 愛仙 様
▶佐藤利道 様
▶工藤豊彦 様
▶戸沢村社会福祉協議会 様
▶一般社団法人 能代青年会議所 様
▶角館町赤十字奉仕団 様
▶美郷町社会福祉協議会 様
▶ボルネード・ジャパン 様
▶後藤裕文 様

温かなご支援に感謝を込めて
～長崎県大村市・茨城県常陸太田市～

　　今回の桧木内・上桧木内豪雨災害にあたり、姉妹都
市である長崎県大村市と、有縁友好交流都市である茨
城県常陸太田市からも心温まるご支援をいただきまし
た。

　　大村市からは、義援金箱の設置やふるさと納税（災
害代理寄附）による義援金、市議会からの義援金を通
じて、多くの方からご支援をいただきました。これら
は、現在も実施していただいており、大きな力となっ
ています。

　　常陸太田市からは、市部課長会や市議会より見舞金
を頂戴したほか、職員の皆さんがボランティアとして
現地に駆けつけ、片づけ作業などにもご尽力いただき
ました。現地での心強いご協力は、被災地の大きな励
みとなりました。

　温かいご支援に心より感謝申し上げます。　　

常陸太田市職員のボランティアの皆さん
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令和7年8月大雨災害
たくさんのご支援ありがとうございます

●�寄附者
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※保健師・管理栄養士・看護師が対応します。
電話相談 時間 平日 8:30 ～ 16:30 電話番号 《固定》43-3305　　《携帯》080-2813-0835

前日まで電話予約が必要です（☎ 43-3305）

こどもカレンダーこどもカレンダー
月◆場　所 健康管理センター（角館）

◆問合せ 仙北市こども家庭センター  ☎ 43-3305

母子手帳アプリ「なないろ」では、随時情報を
更新しています。ダウンロードはこちらから！→

日にち 内容 対象者 時間
8日㈬ ベビーマッサージ・交流会 2か月後半～1歳未満 9:15～

おやこで楽しむふれあい講座 （前日まで申し込みが必要です）

日にち 受付時間 内容
2日㈭・15日㈬・29日㈬ ９:00 ～・個別面談 ( 保健師、管理栄養士など )

・母子手帳交付
・妊婦健診受診券発行
・応援プラン作成7日㈫・21日㈫ 13:15 ～

-------------------- 母子手帳交付申請に必要なもの -------------------
①妊娠届出書  ②個人番号カードまたは個人番号通知カード  ③本人確認で
きるもの（運転免許証、パスポートなど）  ④妊婦支援給付金申請のため妊
婦本人名義の口座情報が確認できるもののコピーなど

母子健康手帳交付 1010
☎080-1663-4494

子育てサポート　「はっぴい・マム」
角館町田町上丁69-1（角館児童館2F）

助産師さんの相談日
日にち 時間 内容

20日㈪ 10:00 ～ 11:30
助産師さんによる妊娠中・出産・産後・育児の相
談ができます。個別相談ができますので、希望者
はご連絡ください。

おやこ交流広場
開放日 時間 内容

6日㈪・14日㈫
20日㈪・27日㈪

9:30 ～
11:30

保護者とお子さんが自由に遊べる
スペース。申込不要で自由参加。

※10/20㈪は身体計測日です。希望のお子さんは母子手帳をご持参くださ

　はっぴいルームは、お友だち作りや、情報交換の場とし
て開放しています。
　入園前のお子さんのいるママ、育児で悩んでいるママ、
引っ越してきたばかりで知らないことばかり・・・と不安
なママ。もちろん、パパやおじいちゃん、おばあちゃんも
どうぞ一緒に遊びに来てくださいね。子供が大好きなサ
ポーターが、オモチャを準備してお待ちしていま～す！

10
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
情
報

　
子
育
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「
さ
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コ
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お友だち作りや情報交換の場として開放しています。
誕生月のお子さんには粗品をプレゼント！

（毎週水・木・金曜日 10 時～ 15 時 開放）10 月の開放日
水曜日　1日・8日・15日・22日・29日
木曜日　2日・9日・16日・23日・30日
金曜日　3日・10日・17日・24日・31日

予約不要
10:30 ～ 11:30 「さくラッコマーケット」

予約不要

22日水 10:00 ～ 12:00「お昼寝フォト」
★２L 版を 1 枚プリントアウトしてプレゼントします。

すくすく成長記録Day

16 日木 10:00 ～ 11:00 月イチ、身長体重測定日！

予約不要

問
合
せ

　市内５か所の認定こども園に子育て支援センターがあります。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援する
基盤づくりのため、次のような活動を行っています。
　準備の都合上、利用される方は前日まで各園へご連絡ください。また、持ち物なども各園にご確認ください。

だしっこルーム（だしのこ園内）

8 日水

おひさまルーム（角館こども園内）
☎ 53-2918　FAX53-2919　時間9:30～11:30

わいわい広場（神代こども園内）
☎ 44-2502　FAX44-2931　時間9:30～11:30

なかよしひろば（にこにここども園内）
☎ 47-2525　FAX47-2323　時間9:30～11:30

さくらんぼルーム（ひのきないこども園内）
☎ 48-2345　FAX48-2525　時間9:30～11:30

・�子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広場を開
いています。

・�お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関して相談
を受け付けています。

体を動かして遊ぼう！

3 日金【こども園で遊ぼう！】
・保育室で、好きな道具で遊ぼう★
（ジム・ボール・ベビー玩具・絵本）
・お天気のいい日には園庭をお散歩！
11:00 ～手遊びと読み聞かせ

4 日土 角館こども園の運動会を楽しもう！

こども園で遊ぼう！

1 日水 園庭や好きなおもちゃで遊ぼう・身体測定

※�集いの広場の情報は市ホームページ
でもご確認いただけます。

予約制：10組

・��子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場を提供
したり、活動の支援をしたりします。

　　集いの広場（○○ルーム・○○広場）の開設

　　子育てサークルなどへの支援

　　育児不安などについての相談指導

10 日金

2 日木

はっぴぃルーム

わくわく広場

あつまれ！０歳児!!

31 日金

15 日水 だしのこ園で遊ぼう！

8 日水 体を動かして遊ぼう！

11 日土 にこにここども園の運動会に参加しよう！
10:30 ～　場所：西明寺小学校グラウンド

8 日水 風船ボールを作って遊ぼう！

教育委員会 学校教育課内  北浦教育文化研究所 ☎43-3387KITAURA
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学
校
で
交
通

安
全
防
犯
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。
交
通
係
長
川
井

巧
警
部
補
が「
自
転
車
は
便
利
で
必
要
不
可
欠
だ
が
、

反
面
危
険
も
あ
る
。
楽
し
い
夏
休
み
に
な
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
」と
こ
の
時
間
の
意
義
を
伝
え
ま
し
た
。

角
中
生
か
ら
は
イ
ヤ
フ
ォ
ン
使
用
・
よ
そ
見
・
わ
き

見
運
転
に
つ
い
て
な
ど
の
質
問
が
あ
り
、
我
が
事
と

し
て
捉
え
た
交
通
安
全
防
犯
教
室
に
な
り
ま
し
た
。

ヤ
マ
メ
・
サ
ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
　
　
小
学
生
職
場
体
験
学
習

　
小
学
校
の
夏
休
み
中
に
、
ヤ
マ
メ
・
サ
ク
ラ
マ

ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
小
学
生
職
場
体
験
学
習
を

２
日
間
に
渡
っ
て
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
市
内
の

４
小
学
校
か
ら
19
人
の
応
募
が
あ
り
、
角
館
郵
便

局
・
角
館
消
防
署
・
市
立
角
館
総
合
病
院
で
実
際

に
仕
事
を
体
験
し
な
が
ら
、
働
く
こ
と
・
社
会
に

貢
献
す
る
こ
と
の
意
義
を
学
び
ま
し
た
。

　
初
日
の
仕
事
体
験
か
ら
「
配
達
物
を
預
か
っ
た

り
配
達
物
を
届
け
た
り
す
る
以
外
に
も
仕
事
を
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」「
人
が
少
な
い
の
に

み
ん
な
の
た
め
に
一
生
懸
命
に
仕
事
し
て
い
る
こ

と
に
感
動
し
た
」「
消
防
の
服
を
着
て
み
て
、
暑

い
し
重
い
し
大
変
だ
と
感
じ
ま
し
た
」「
消
防
士

に
な
り
た
い
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
体
験
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。
出
動
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
実
際
に
聞

く
こ
と
が
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
」「
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
患
者
さ
ん
に
合
わ
せ
た
リ

スクラブを着て、手術
室などを見学、心臓マッ
サージ、薬剤の分包体
験などをしました。
　　　（角館総合病院）

　
第
27
回
「
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
～Sem

boku 
City 

ジ
ュ
ニ
ア
未
来
会
議
～
」
は
、
こ
れ
ま
で

の
半
日
日
程
か
ら
午
前
・
午
後
の
２
部
構
成
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
に
は
昨
年
度
に
話
し
合
っ
た
「
仙
北
市

Ｓ
Ｎ
Ｓ
ル
ー
ル
（
案
）」
に
関
わ
る
各
校
の
実
践・

取
組
を
紹
介
し
合
い
、
よ
り
安
全
か
つ
適
正
な

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
。

　
午
後
は
、
令
和
５
年
１
月
子
ど
も
議
会
で

提
言
し
た
「
仙
北
市
わ
く
わ
く
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」
の
実
現
に
向
け
て
、
市
内
関
係
者
と
各

校
か
ら
の
参
加
児
童
生
徒
が
熟
議
形
式
で
話

し
合
い
ま
し
た
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
実
現
し

た
イ
メ
ー
ジ
が
具
体
的
に
捉
え
ら
れ
た
時
間

に
な
り
ま
し
た
。

市商工会長桜田賢太郎さ
んから、実現に向けての
力強い助言をもらう各校
代表。

田
口
成
浩
一
日
警
察
署
長
と

仙
北
警
察
署
に
よ
る
交
通
安
全
防
犯
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
館
中
学
校

24日金～

仙
北
市　
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト

～Sem
boku City

～
ジ
ュ
ニ
ア
未
来
会
議

※ 0 歳児以上のお子様も参加可能です！

ハ
ビ
リ
を
し
て
い
た
の
が
一
番
大
変
そ
う
で
し
た
」

「
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
や
っ
た
と
き
深
さ
や
速
さ
を

調
節
す
る
の
が
大
変
だ
っ
た
」
な
ど
の
多
く
の
学

び
が
あ
り
ま
し
た
。
郵
便
局
で
は
果
汁
入
り
飲
料
の

ポ
ッ
プ
を
作
成
し
、
９
月
中
旬
ま
で
局
内
に
掲
示

さ
れ
ま
し
た
。
二
日
目
に
は
初
日
に
学
ん
だ
こ
と

を
も
と
に
訪
問
先
の
社
会
貢
献
、
働
く
こ
と
の
喜

び
を
織
り
込
ん
だ
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
す
る
こ
と
で
、

体
験
学
習
の
ま
と
め
を
し
ま
し
た
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー

は
10
月
を
目
途
に
、
市
内
３
か
所
で
展
示
会
を
す

る
計
画
で
す
。

重さと暑さを体験
　　　　　　角館消防署

マスコットキャラクタービッキーが自
転車の乗り方を実演、歓声に応えまし
た。締めくくりは安全への祈りを込め
た田口選手の見事なスリーポイント
シュートでした。

ＳＮＳルールについて
のグループ協議。我が
事として強く意識しな
がら、付箋を用いて忌
憚なく話し合いました。

22 日水 製作遊びをしよう！～ハロウィンに向けての製作～
29 日水 ハロウィンパーティーをしよう！

17 日金
24 日金

15 日水 園のお友達と触れ合ってあ・そ・ぼ！
29 日水 ハロウィンを楽しもう！

こども園で遊ぼう！23 日木
30 日木 ハロウィンの飾りを作ろう！

身体測定・10 月生まれのお誕生会

16 日木 手作りおやつに挑戦しよう…栄養士さんの話
22 日水 園庭や好きなおもちゃで遊ぼう！
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「さるかに話」

生
涯
生
涯
学
習
学
習

学
び
学
び

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い

心
豊
か
に

心
豊
か
に

・生涯学習課
☎43-3383
・中央公民館
☎43-3535

・田沢湖公民館
☎43-1061
・角館公民館
☎54-1110

地
域
学
校
協
働
活
動 

桧
木
内
中
学
校

「
多
世
代
交
流
会
」

▶その血は瞳に映らない《天祢涼》
▶あなたが僕の父《小野寺史宜》
▶鎌倉茶藝館《伊吹有喜》
▶サムライ漂海記《天野純希》
▶涙の箱《ハン・ガン》 
▶�よくわかるきのこ大図鑑《小宮山勝司》
▶�医師が教える温泉の教科書《早坂信哉》
▶香水を深める 100 のことば《新間美也》
▶スーパーの食材で作る世界の卵料理《青木敦子》
▶�うさぎかぶしきがいしゃ《ふくながじゅんぺい》
▶�ぞくぞくうきうきハロウィン《フリーダ・ナエミ・パース

ソン／文、モーア・グラーフ／絵、高橋麻里子／訳》
※このほかたくさんの新刊が入っています。

新着図書を紹介します

田沢湖図書館 ☎ 43-1307 10月の
休館日

6 日㈪、13 日㈪、14 日（火・振替休館）、
20 日㈪、27 日㈪、31 日（金・整理休館）

Instagram

フォローお願いします

　角館出身の日本画家であり、アララギ歌人の平福百穂は、伊藤左
千夫・島木赤彦・斎藤茂吉・土屋文明らと共に、近代短歌の発展に尽
力しました。
　百穂は、十円画会やアララギ短冊会などを通して会を支え続け、
中でも歌人たちの歌集に心を込めた装丁、見返し、口絵、挿絵を提
供し、その出版に彩りを添えています。
　今回の展示ではその装丁のデザインにもご注目ください。

▶��会話の 0.2 秒を言語学する
《水野太貴 / 著》
▶�運慶講義《山本勉 / 著》
▶絵の音《大竹伸朗 / 著》
▶最後の山《石川直樹 / 著》
▶�悲しき虎《ネージュ・シンノ

/ 著、飛幡祐規 / 訳》
※�このほかたくさんの新刊が

入っています。

新潮社から寄贈された図書を紹介します

10:00～10月4日㈯　　

イベント交流館
（新潮社記念文学館） ☎ 43-3333

学習資料館 ☎ 43-3333

エプロン
シアタ―

おはなしかい
おはなしかい

うさ
ぎ

のみみうさ
ぎ

のみみ
さいごは、おりがみをしましょう！

10月の

「百穂とアララギの歌人たち」

会期：11月 9日㈰まで

 角館高校学校創立 100 周年記念

「
マ
ー
ブ
ル
ア
ー
ト
教
室
」

「
か
ご
編
み
教
室
」

　
好
き
な
色
合
い
の
ビ
ー
玉
と
ワ
イ
ヤ
ー
で

作
る
マ
ー
ブ
ル
ア
ー
ト
。
癒
や
し
の
イ
ン
テ

リ
ア
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
／
10
月
21
日
㈫ 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
場
所
／
小
野
崎
家（
角
館
公
民
館
）

●�

講
師
／
秋
山 

多
賀
江 

氏（
ア
ト
リ
エ 

cielo.

）

●
受
講
料
／
１
８
０
０
円（
材
料
代
）

●
定
員
／
10
人

●�

申
込
期
間
／
10

月
1
日
㈬
～
10

月
15
日
㈬

●�

問
合
せ
／

  

角
館
公
民
館

　
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
を
使
っ
て
か
ご
を
編
む
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
編
み
方
を
や

り
ま
す
の
で
、
初
心
者
の
方
も
経
験
者
の
方
も
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●��

日
時
／
①
11
月
7
日 

②
11
月
14
日 

③
11
月

21
日 

④
11
月
28
日（
毎
回
金
曜
日 

全
４
回
）

　
８
月
６
日
、
桧
木
内
中
学
校
の
生
徒
14

名
が
山
鳩
館
で
利
用
者
の
方
や
地
域
の
方

と
一
緒
に
ク
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
主
催
の
交
流

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
代
表
の
浅
利
け
い

子
さ
ん
を
中
心
に
、
会
員
の
方
が
笹
巻
と

ミ
ズ
た
た
き
の
作
り
方
を
教
え
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
生
徒
は
、
慣
れ
な
い
手
つ
き

で
折
っ
た
笹
に
餅
米
を
入
れ
、
紐
で
つ
な

い
で
い
き
ま
す
。
そ
の
際
に
地
域
の
方
と

生
徒
が
会
話
を
し
た
り
生
徒
同
士
が
教
え

あ
っ
た
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
が
生
み
出

さ
れ
ま
し
た
。
笹
巻
を
蒸
し
て
い
る
間
に

ミ
ズ
た
た
き
を
作
り
ま
し
た
。
家
庭
で
作

る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、

初
め
て
食
べ
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
地
域
の
方
は
、「
子
ど
も
が
少

な
く
な
っ
て
会
話
す
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど

な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
機
会
は
あ
り
が

た
く
、
地
域
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
る
」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

公
民
館
講
座
受
講
者
募
集

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
平
日
9
時
か
ら

17
時
ま
で
各
講
座
担
当
の
公
民
館
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

『されどめぐる
季節のなかで』

《はらだみずき / 著》

「
オ
パ
ー
ル
毛
糸
で
編
む
靴
下
教
室
」

　
１
本
の
糸
に
何
色
も
の
色
が
色
づ
け
ら
れ
て

い
る
オ
パ
ー
ル
毛
糸
を
使
っ
て
、
ど
ん
な
模
様

が
で
る
か
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
、
靴
下
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
／
11
月
12
日
、
19
日
、
26
日
、
12
月
3

日（
毎
週
水
曜
日：全
4
回
） 

9
時
～
12
時

●
場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●
講
師
／
佐
藤 

弘
美 

氏（
グ
リ
シ
ー
ナ
）

●
受
講
料
／
１
８
５
０
円（
材
料
代
）

●
持
ち
物
／
は
さ
み

●
定
員
／
10
人

●�

申
込
期
間
／
10
月
1
日
㈬
～

10
月
23
日
㈭

●
問
合
せ
／
中
央
公
民
館

「ラフカディオ
ハーンが愛した妻
小泉セツの生涯」

《櫻庭由紀子》
内外出版社

「太糸でざくざく
編めるニット帽」

《アップルミンツ》

『失われた貌』
《櫻田智也 / 著》

  

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●��

場
所
／
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●�

講
師
／
田
口 

い
う
子 

氏
、
田
口 

加
代
子 

氏

●
受
講
料
／
無
料

※�

ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
の
必
要
な

方
は
材
料
代
１
０
０
０
円

●�

持
ち
物
／
は
さ
み
、

  

メ
ジ
ャ
ー
、

※�
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
持
込
可

●�
定
員
／
10
人

●�
申
込
期
間
／
10
月
1
日
㈬

～
定
員
ま
で

●�

問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

「
ペ
ン
習
字
教
室
」

　
年
賀
状
や
履
歴
書
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
暮
ら
し

の
中
で
役
立
つ
美
し
い
文
字
の
書
き
方
を
マ
ス

タ
ー
し
ま
し
ょ
う
！

●��

日
時
／
①
10
月
22
日
㈬
、
②
11
月
5
日
㈬

10
時
～
11
時
30
分（
全
2
回
）

●��

場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●�

講
師
／
鈴
木 

佐
岐
子 

氏

●
受
講
料
／
無
料

●�

持
ち
物
／
筆
ペ
ン
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
、
鉛
筆

●
定
員
／
10
人

●�

申
込
期
間
／
10
月
1

日
㈬
～
10
月
17
日
㈮

●
問
合
せ
／

  

中
央
公
民
館

　
身
体
運
動
と
脳
ト
レ
効
果
が
期
待
で
き
る

人
気
の
和
太
鼓
を
叩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
民
謡
や
お
囃
子
に
合
わ
せ
迫
力
あ
る
太
鼓

の
響
き
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

　
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
気
軽
に
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

●��

日
時
／
10
月
11
日
㈯ 

13
時
20
分
～
15
時
10
分

●��

場
所
／
大
曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く
校（
体

育
館
）

●��

内
容
／
同
校
同
窓
会
せ
ん
ぼ
く
桜
ス
ク
ー

ル
に
よ
る「
せ
ん
ぼ
く
太
鼓
」、
神
代
芸
能

保
存
会
藤
原
組
に
よ
る「
お
囃
子・
龍
神
太

鼓
」の
鑑
賞
と
和
太
鼓
の
演

奏
体
験

●��

参
加
料
／
無
料

●��

持
ち
物
／
内
履
き
、
汗
拭

き
タ
オ
ル
、
飲
み
物（
そ
の

他
各
自
必
要
な
物
）

●��

問
合
せ
／
中
央
公
民
館

「
秋
の
和
太
鼓
体
験
教
室
」

1010月 月 とことこタイムとことこタイム

今月のテーマ展示

「世界の料理」
おうちで世界の料理を

楽しみませんか？

ぐずったらどうしよう、
なんて気にしなくて大丈夫な時間

毎週土曜日9:00～ 12:00

スマホで簡単
蔵書検索

10月の
休館日

6日㈪、13日㈪、
20日㈪、27日㈪

～柿渋染め教室～
染めたいものを持ち寄って柿渋染め体験をしてみませんか？
絞りはお家で絞っても、当日講師から学んで絞ってもOK！
※サイズは最大でブラウス・Tシャツまで
●�日時／ 10月10日㈮ 9時30分～ 12時
●�材料費／ 700円
●�定員／ 10人（定員になり次第締切）
●�持ち物／染めたいもの、ゴム手袋、エプロン

大型
紙芝居 「おくちをあ～ん」

テーマ展示

「クマ」

「いい湯だな」

6日㈪、13日㈪、
17日㈮～27日㈪（蔵書点検）
31日（金・整理休館）

10月の
休館日

「やさいの花　小さな朗読会」

10月 9日㈭  13時 30分～
・「葉っぱのフレディ」ほか

「やさいの花　おはなし会」

10月 15日㈬  13時 30分～
・子供から大人まで楽しめるお話会です。
・エプロンシアターもあります。

イベントのお知らせ

おはなしおはなし玉手箱玉手箱
おとなもどうぞ！

※入場無料
18日㈯10:00～
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保健と健康掲示板 ささえる
つながる 保健と健康掲示板ささえる

つながる保健と健康掲示板 ささえる
つながる

保
健
の
お
知
ら
せ

　
院
併
設
）
調
理
室
・
栄
養
相
談
室

●�

参
加
費
／
１
０
０
円
（
昼
食
は
各
自
で
ご

持
参
く
だ
さ
い
）

●�

内
容
／
保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
、
健
康

相
談
、
認
知
症
予
防
体
操
、
ゲ
ー
ム
な
ど

●�

相
談
／
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
相
談
無
料
／
秘
密
厳
守
）

問問
小
松
小
松
☎
０
９
０ｰ

２
９
７
５ｰ

３
４
５
０

 

公
認
心
理
師
・
臨
床
心
理
士
が
あ
な
た
の

           

相
談
を
親
身
に
お
聴
き
し
ま
す
！

 
こ
こ
ろ
の
相
談　
※
秘
密
厳
守

 

若
者
同
士
で
交
流
し
ま
し
ょ
う
♪

 

若
者
の
居
場
所

　
「
若
者
の
居
場
所
」
と
は
、
心
の
重
荷
を

お
ろ
す
場
所
で
す
。

　
辛
い
、
苦
し
い
、
不
安
、
眠
れ
な
い
、
家

に
い
て
も
居
心
地
が
悪
い
、
社
会
の
中
で
生

き
づ
ら
い
と
感
じ
て
い
る
す
べ
て
の
若
者
が

対
象
で
す
。
一
緒
に
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
お

や
つ
を
食
べ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ゲ
ー
ム

を
し
な
が
ら
若
者
同
士
で
交
流
し
ま
し
ょ

う
。
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず
は
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●�
開
催
日
／

開
催
日
／
1010
月月
2121
日
㈫
日
㈫
（
予
約
不
要
）

●
時
間
／
14
時
～
16
時

●�

場
所
／

場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
（
和
室
）

角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
（
和
室
）

●�

参
加
料
／

参
加
料
／
無
料
無
料  

●�

主
催
／

主
催
／
N
P
O
法
人
K
O
U
（
あ
き
た
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運
営
団
体
）

問問��

大
屋
み
は
る
☎
０
１
８ｰ
８
５
３ｰ

４
３
６
７

楽
し
く
一
緒
に
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
♪

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
集
い
の
場

か
だ
れ
！　
　
　

　
一
緒
に
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
認
知
症
予
防

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り
、
や
り
た
い
こ
と
を

や
り
ま
し
ょ
う
！
開
催
時
間
内
に
個
別
に
お
話

（
相
談
）
も
お
聴
き
し
ま
す
。

 　
今
、
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
集

ま
っ
た
人
た
ち
で
お
互
い
の
「
安
否
確
認
や

困
っ
た
と
き
に
駆
け
付
け
ら
れ
る
体
制
づ
く

り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。「
か
だ
れ
！
」
は
、

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま

す
！　

●�

開
催
日
／
10
月
8
日
㈬
、
22
日
㈬　

●�

時
間
／
10
時
～
15
時

●�

場
所
／
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
（
田
沢
湖
病

　 　
病
気
や
健
康
、
家
族
問
題
、
か
ら
だ
や
心

の
悩
み
、
人
間
関
係
、
仕
事
や
生
活
の
不
安
、

子
育
て
、
近
隣
関
係
な
ど
ひ
と
り
で
悩
ま
な

い
で
、
声
を
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
話
せ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

●�

相
談
日
／
10
月
6
日
㈪
午
前
の
み
、
16
日
㈭

午
後
の
み
、
24
日
㈮
午
後
の
み
、
27
日
㈪

●
時
間
／
【
午
前
】
①
10
時
～
②
11
時
～

　
【
午
後
】
③
13
時
30
分
～
④
14
時
30
分
～

●
場
所
／
角
館
庁
舎

●
相
談
方
法
／
1
回 

50
分 

面
談
ま
た
は
電
話

　
（
要
予
約
・
相
談
無
料
）

問問
保
健
課 

☎
43ｰ

２
２
５
２

だ
れ
か
に
話
を
す
る
と
安
心
す
る

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
え
く
ぼ
の
会
」

　
気
に
な
る
こ
と
、
心
配
な
こ
と
、
楽
し
み

な
こ
と
な
ど
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
傾
聴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
え
く
ぼ
の
会
」
で
は
、ゆ
っ

く
り
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
会
員
が
悩
み
な

ど
を
お
伺
い
し
て
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

す
。
開
催
時
間
内
の
都
合
の
よ
い
と
き
に
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

●�
開
催
日
／

開
催
日
／
1010
月月
2222
日
㈬
日
㈬

●
時
間
／
10
時
～
14
時

●�

場
所
／

場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

●�

参
加
費
／

参
加
費
／
無
料
無
料

問問
保
健
課 

☎
43ｰ
２
２
５
２

語
っ
て
、
笑
っ
て
、
ホ
ッ
と
一
息

え
が
お
サ
ロ
ン

　
笑
う
こ
と
は
心
身
と
も
に
安
定
し
、
ス
ト

レ
ス
軽
減
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／

日
時
／
1010
月月
1717
日日
㈮　
受
付
：

㈮　
受
付
：
99
時時
4040
分分

～～
1010
時　
終
了
予
定
：

時　
終
了
予
定
：
1111
時時
3030
分分

●�

場
所
／

場
所
／
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
角
館
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
角
館
）

●�

内
容
／

内
容
／
笑
い
ヨ
ガ

笑
い
ヨ
ガ

※
事
前
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

問問
保
健
課 

☎
43ｰ

２
２
５
２

笑
い
の
会

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
養
成
講
座
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
案
内

　
令
和
6
年
の
仙
北
市
の
65
歳
以
上
人
口
の

割
合
は
45
・
８
％
で
す
。
秋
田
県
の
65
歳
以
上

で
、
認
知
症
の
人
は
12
・
７
％
、
軽
度
認
知
症

障
害
の
人
は
15
・
５
％
で
あ
り
、
４
人
に
1
人

が
認
知
症
ま
た
は
そ
の
予
備
軍
と
な
っ
て
い

ま
す
。
認
知
症
は
、
脳
の
疾
患
に
よ
り
認
知
機

能
が
低
下
し
日
常
生
活
に
不
具
合
が
生
じ
る

状
態
が
お
よ
そ
６
か
月
以
上
続
い
て
い
る
場

合
を
言
い
ま
す
。
ま
た
、
年
齢
が
高
く
な
る
ほ

ど
認
知
症
に
な
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
誰
に
で

も
起
こ
り
う
る
身
近
な
も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
仙
北
市
で
は「
認
知
症
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
過
ご
せ
る
地
域
づ
く
り
」を
目
指

し
て
、
認
知
症
の
こ
と
を
理
解
し
た
り
、
認
知

症
の
人
の
サ
ポ
ー
ト
方
法
を
知
る
た
め
の
、『
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
』を
開
催
し
ま
す
。

●��

日
時
／
11
月
10
日
㈪ 

13
時
30
分
～
15
時

●�

場
所
／
角
館
庁
舎
2
階 

２
０
１・２
０
２
会

議
室

●�

内
容
／
講
演
：「
認
知
症
を
学
び
み
ん
な
で

考
え
る
」、
寸
劇
：「
よ
く
あ
る
認
知
症
の
症

状
と
そ
の
対
応
方
法 

～
良
い
例
・
悪
い
例

～
」

●��

申
込
締
切
／
10
月
31
日
㈮

※
電
話
ま
た
は
チ
ラ
シ
裏
を
Ｆ
Ａ
Ｘ

●�

申
込
み
・
問
合
せ
／
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
43ｰ

２
２
８
３

　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
え
く
ぼ
の
会
」
で
は
、

毎
月
サ
ロ
ン
を
開
催
し
個
人
の
悩
み
や
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
り
、

語
っ
て
笑
っ
て
ホ
ッ
と
す
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
予

約
な
し
で
、
ど
な
た
で
も
好
き
な
時
間
に
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●�

開
催
日
／

開
催
日
／
1010
月月
11
日
㈬
（
予
約
不
要
）

日
㈬
（
予
約
不
要
）

●
時
間
／
13
時
～
15
時
30
分

●�

場
所
／

場
所
／
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
（
田
沢
湖
病

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
（
田
沢
湖
病

院
併
設
）
交
流
プ
ラ
ザ

院
併
設
）
交
流
プ
ラ
ザ

●�

参
加
費
／

参
加
費
／
１
０
０
円

１
０
０
円

●�

内
容
／

内
容
／
血
圧
測
定
、健
康
講
話
（
保
健
師
）、

血
圧
測
定
、健
康
講
話
（
保
健
師
）、

脳
ト
レ
な
ど

脳
ト
レ
な
ど

問問
保
健
課 

☎
43ｰ

２
２
５
２

カフェの名称 代表者 会場 連絡先 開催日時 個人負担

包和花カフェ 包括支援
センター

西木温泉ふれあいプラザクリオン
※市民公開講座の前後に開催 43-2283

10月4日㈯　
12時45分～ 13時20分

15時25分～ 16時
無料

こみっとカフェ 松舘文子 NPO 法人かじか瀬スペース 080-3198-4136 10月15日㈬10時～ 12時 300円

オレンジカフェひまわり 長澤早恵 白岩コミュニティセンター 42-8671 10月15日㈬14時～ 16時 100円

オレンジカフェひまわり 長澤早恵 グループホームはなみづき3号館　地域交流室
角館町白岩新西野202 ｰ 2 42-8671 10月18日㈯14時～ 16時 100円

下延オレンジカフェの会 藤原律子 下延コミュニティーセンター
※「あたまとからだの若返り教室」同時開催 55-5449 10月21日㈫14時～ 16時 100円

土曜日のさわやかカフェ 友永千春 さわやか桜館1階ホール
角館町西長野中泊126-2 52-0003 10月25日㈯14時～ 16時 100円

包和花カフェ 包括支援
センター

角館交流センター
※第18回仙北市産業祭にて開催

43-2283
10月25日㈯9時～ 16時 無料
10月26日㈰9時～ 15時 無料

オレンジカフェが開催されています♪オレンジカフェが開催されています♪

10月の日程

　オレンジカフェは、厚生労働省が進めている認知症施策の一つで、認知症の方やその家族、地域の方など誰
でも気軽に集い、交流することのできる集いの場です。認知症に関する相談にも応じることができますので、気
軽にご参加ください。感染症の状況などによりお休みする場合もあります。詳細については直接カフェにお問い
合わせください。

回数 日程 内容
1 10月21日㈫ 運動
2 10月29日㈬ 運動

3 11月7日㈮ 脳の耳の健康度
チェック

4 11月11日㈫ 運動
5 11月17日㈪ 運動
6 11月25日㈫ 運動
7 12月1日㈪ ボッチャ
8 12月9日㈫ 運動
9 12月15日㈪ 運動
10 12月23日㈫ 運動
11 R8年1月15日㈭ 紅白玉入れなど
12 1月19日㈪ 運動
13 1月27日㈫ 運動
14 2月2日㈪ 運動
15 2月12日㈭ ボッチャ
16 2月17日㈫ 運動

いきいきいきいき元気アップ教室元気アップ教室
　年齢を重ねてくると大切なのが、「フレイル（虚弱）の
予防」です。何歳でも活発に体を使えば足腰の筋力は
向上します。「年だから…」とあきらめずに、みんなで
運動してフレイルを予防しましょう！ぜひ、お気軽に
ご参加ください。
●�時間／受付時間：13時～ 13時20分、終了時間：15時
※�10月21日と2月17日は血圧測定があるので、終了が15時30

分になります。
●�内容／イスに座っての運動、全身運動、ボッチャなど。

11月7日は脳と耳の健康度チェック。
●�講師／高齢者体操指導者　田口 朱実 氏、スポーツ推

進委員（ボッチャ）、秋田大学高齢者医療先端研究セン
ター長大田医師 ほか（11月7日）
●�場所／角館交流センター 多目的ホール
●�対象者／ 65歳以上85歳以下の方
●�持ち物／国保市民課で配布している青色袋と水色ファ

イル（お持ちの方）、動きやすい服装、内履き、水分、
タオル

●�申込締切／ 10月14日㈫

●�日程／

●問合せ／国保市民課　☎ 43-3316

2727 20252025--1010広報せんぼく広報せんぼく広報せんぼく広報せんぼく



2828Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations

　

保健と健康掲示板 ささえる
つながる 保健と健康掲示板ささえる

つながる保健と健康掲示板 ささえる
つながる

子宮頸がん検診子宮頸がん検診は受けましたか？は受けましたか？
●�対象者／ 20 ～ 40歳の方
●�検診内容／問診、細胞診、超音波検査
●�検診料金／ 1,800円
●�日程／マイナ保険証など資格情報が確認できるもの、

統一受診券（水色）、検診料金
●�注意事項／
▶生理期間は避けてください。
▶予約は直接医療機関にお願いします。
▶�統一受診券を紛失した場合は、再発行します。保健課

までご連絡をお願いします。

●�子宮頸がん検診無料対象者／①仙北市国保加入者 
②市民税非課税世帯の方 ③生活保護受給者 ④社
会保険加入者で、今年度22歳、24歳、26歳、28歳、
31歳～ 35歳になる方

※�統一受診券に記載されていた大曲母子医院は6月30日をもっ
て閉院となりました。ほかの協力医療機関での受診をお願い
します。

●問合せ／保健課　☎ 43-2252

 統一受診券をお持ちのかたへ 

集団健（検）診集団健（検）診の日程と会場変更のお知らせの日程と会場変更のお知らせ
　広報9月号でお知らせしました、上桧木内地区の日
程および場所の変更について、次のとおり実施します
ので、受診くださるようお願いします。
●�日にち／ 10月17日㈮
●�受付時間／ 13時～ 14時30分
●�会場／山鳩館（多目的ホール）
●�持ち物／▶健（検）診受診券 ▶マイナ保険証、資格確

認書など資格確認ができるもの ▶がん検診料金
●�集団健（検）診の種類／▶仙北市国保35 ～ 39歳健診 

▶特定健診 ▶後期高齢者健診 ▶一般健診 ▶大腸がん
検診 ▶肺がん等検診 ▶前立腺がん検診 ▶肝炎ウイル
ス検診

●�健（検）診無料対象者／①仙北市国保加入者 ②年度年
齢70歳以上の方 ③後期高齢者医療保険加入者 ④生活
保護受給者 ⑤市民税非課税世帯の方

※�特定健診・後期高齢者健診は医療機関でも受けることができ
ます。

●問合せ／保健課　☎ 43-2252

高齢者インフルエンザ・新型コロナ予防接種助成事業高齢者インフルエンザ・新型コロナ予防接種助成事業についてについて
【高齢者インフルエンザ予防接種】
●�助成金額／接種料金のうち1,000円助成します。
※接種対象者で、生活保護世帯の方は全額助成です。

【新型コロナウイルス感染症予防接種】
●�助成金額／接種料金のうち7,800円助成します。
※接種対象者で、生活保護世帯の方は全額助成です。

●問合せ／保健課　☎ 43-2252

骨髄バンク骨髄バンク事業へのご協力のお願い事業へのご協力のお願い
　骨髄バンクとは、白血病をはじめとする血液疾患の
ため「骨髄移植」などの造血幹細胞移植が必要な患者さ
んと、それを提供するドナーをつなぐ公的事業です。
国内では、毎年数万人が白血病などの重い血液の病気
と診断され、そのうち約2,000人の方が骨髄バンクド
ナーからの移植を望んでいます。移植を希望する全て
の患者さんがチャンスを得るため、一人でも多くの方
のドナー登録が必要です。また、仕事を休むことがで
きず、提供を断念するドナーを減らすため、ドナー休
暇制度の導入が推進されています。事業主のみなさま
には、ドナーが少しでも協力しやすい環境を提供する

ため、本制度の導入にご理解とご協力をお願いします。
 詳しくは下の二次元コードから日本骨髄バンクホー
ムページをご確認ください。

●問合せ／保健課　☎ 43-2252

若年者等インフルエンザ予防接種若年者等インフルエンザ予防接種の費用を助成しますの費用を助成します
【生後6か月～高校3年生相当の方】
●�対象者／仙北市に住民登録されている生後６か月～平

成20年4月1日生まれ（高校3年生相当）の方
●�助成回数／生後6か月～小学生：2回　　　　　　　

　　　　     中学生～高校生 :1回
●�助成金額／1回につき1,500円
●�持ち物／母子健康手帳、健康保険証、自己負担する

接種費用
※�生活保護受給者（持ち物：緊急時医療依頼証）、非課税世帯（持

ち物：市・県民税世帯証明書）の方は、接種費用の全額を助成
します。

【妊娠されている方】
●�対象者／仙北市に住民登録されている妊娠中の方
●�助成回数／ 1回（出産後は助成を受けることができま

せん）
●�助成金額／ 1,500円
●�持ち物／母子健康手帳、健康保険証、自己負担する

接種費用
※�生活保護受給者（持ち物：緊急時医療依頼証）、非課税世帯（持

ち物：市・県民税世帯証明書）の方は、接種費用の全額を助成
します。

●問合せ／こども家庭センター
　☎ 43-3305

詳しくはこちら→

 助成期間：10月1日～令和8年3月31日 

【助成の受け方】
1.予約

協力医療機関に電話で予約します。
協力医療機関の確認は直接医療機
関に問い合わせてください。

2.接種
説明書と予診票は協力医
療機関に配布しています。

3.会計
接種を受けた医療機関で助成金額
を差し引いた金額を支払います。

※ほかの予防接種との間隔も確認しながら接種してください。

平均
利用者数

平均
介護度

7月 90.87人 2.59

8月 88.23人 2.68

　にしき園では、毎朝利用者の皆さまと一緒にラジオ体操を行っています。 
　ラジオ体操には基礎代謝や心肺機能の向上、血行促進、筋肉や関節の
柔軟性維持のほか、体力向上や認知機能の維持など全身にわたり多様な
メリットがあります。 
　また、リズムに合わせて体を動かすことで自律神経が整い気分転換や
心身のリラックス効果も得られ、手軽にできる全身運動なので継続して
行うことにより健康寿命の延伸にも繋がります。
　今後も継続して実施し、にしき園利用者の皆さまが健康にお過ごしい
ただけるよう、介護スタッフ一同ご支援させていただきます。 

にしき園だより
―第47号―

●問合せ／にしき園　☎47 ｰ 3211
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●�実施期間／ 10月1日～令和8年3月31日
●�対象者／仙北市に住所登録されている、次の要件に該

当する方
　①接種日に65歳以上の方
　②接種日に60歳以上65歳未満の心臓、腎臓、呼吸器
　および免疫の機能に障がいがあり「障害者手帳1級」を
　お持ちの方
●�実施場所／秋田県医療機関
※�協力医療機関の確認は直接医療機関に問い合わせをするか、

保健課にご連絡ください。
●�接種方法／
▶直接、協力医療機関にご予約ください。
▶�接種を受けた医療機関で助成額を差し引いた金額をお

支払いください。

●�説明書・予診票について／協力医療機関に配布してい
ます。
●�持ち物／保険資格の確認できるもの、自己負担する接

種費用
※�生活保護世帯の方は、緊急時医療依頼証または生活保護受給

者証などの確認できるものが必要です。
※�対象者②の方は、身体障害者手帳を持参ください。
●�注意事項／
▶他の予防接種との間隔も確認しながら接種ください。
▶�自己負担分の接種費用については、接種を受ける医療

機関へお問い合わせください。

【共通事項】【共通事項】
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各分野で活躍された皆さまをご紹介します

（敬称略）

▶優勝 高橋慈
▶準優勝 石郷岡夏音

　9 月 7 日に行われた同大会で、ECCジュニア武家屋敷通り教室の
生徒 2 人が受賞しました。県大会優勝者は、全国大会へと続く 2 次
審査から挑戦することができます。
　昨年、全国大会に出場した高橋さんは、今年も連続出場を目指し
ます。

ECC ジュニア 中学生英語暗誦（あんしょう）大会 秋田県大会

▶男子6年生の部 優勝 武藤小太郎（神代小学校6年）
▶同 5年生の部 3位 高橋颯太・西宮隆生ペア（西明寺小学校５年）
▶同４年生以下の部 3位 江橋樹（西明寺小学校４年）
▶女子６年生の部 2位 江橋楓（西明寺小学校６年）

　8月17日に開催された同大会で、仙北市ソフトテニスジュニ
アから５人が入賞し、10月12日に福島県で開催される東北大
会出場の切符を手にしました。

第23回秋田県小学生秋季ソフトテニス大会

【第74回秋田県中学校総合体育大会】
▶柔道 男子個人90kg級 3 位 斎藤輝愛（角館中）
▶男子低学年4×100m リレー 4 位 角館中学校

（藤元颯汰、藤枝諒、藤川湊、叶陽色、飯島新太）

【第48回東北中学校柔道大会】
▶柔道 女子個人57kg級 1位 佐藤伊咲季（神代中）
▶同 70kg超級 5 位 黒澤葵（角館中）

　角館・神代中学校の生徒がこの夏、全県総体・東北大
会で好成績を収めました。

第74回秋田県中学校総合体育大会・第48回東北中学校柔道大会

第55回大曲仙北中学校田沢湖一周駅伝競走大会
第30回大曲仙北中学校田沢湖女子駅伝競走大会
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8
月
28
日
、
田
沢
湖
畔
で
「
第
55
回
大
曲
仙

北
中
学
校
田
沢
湖
一
周
駅
伝
競
走
大
会
」
お
よ

び
「
第
30
回
大
曲
仙
北
中
学
校
田
沢
湖
女
子
駅

伝
競
走
大
会
」
が
行
わ
れ
、
男
子
15
校
22
チ
ー

ム
、
女
子
12
校
18
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
男
子
（
6
区
間
14
・
９
㎞
）
は
角
館
Ａ
が
48

分
37
秒
で
優
勝
、
神
代
が
50
分
40
秒
で
第
4
位

に
な
り
ま
し
た
。
女
子
（
５
区
間
10
・
1
㎞
）

は
美
郷
Ａ
が
36
分
32
秒
で
優
勝
、
角
館
Ａ
が
37

分
12
秒
で
第
2
位
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
内
中
学
校
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
】
1
位 

角
館
Ａ
／
4
位 

神
代
／
8
位 

角
館
Ｂ
／
17
位 

西
明
寺
／
18
位 

生
保
内
Ａ
／

22
位 

生
保
内
Ｂ

【
女
子
】
2
位 

角
館
Ａ
／
6
位 

角
館
Ｂ
／
10
位 

生
保
内
／
16
位 

西
明
寺

堂
々
1
位
で
ゴ
ー
ル
し
た
角
館
Ａ
の
選
手
。

おめでとうおめでとう
ございますございます百寿

　8 月 15 日、 佐藤直子さん （角館町白岩） が

１００歳の誕生日を迎えられ、 仙北市からお祝いが

贈られました。

佐藤直子佐藤直子さんさん

写真左から江橋楓さん、江橋樹さん、武藤小太郎さん、西宮隆生さん、高橋
颯太さん。
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ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

４
０
０
年
以
上
続
く
伝
統
行
事

　
９
月
７
日
か
ら
９
日
、「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」

の
1
つ
と
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
る「
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事（
角

館
の
お
祭
り
）」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
7
日
は
、
各
丁
内
か
ら
武
者
人
形
や
歌
舞
伎

人
形
を
の
せ
た
18
台
の
曳
山
が
角
館
總
鎭
守
神

明
社
を
目
指
し
て
出
発
。
全
曳
山
が
神
明
社
前

に
並
び
参
拝
す
る
風
景
は
圧
巻
で
す
。

　
８
日
に
は
、
御
座
所
に
て
佐
竹
北
家
当
主
に

各
丁
内
の
お
や
ま
囃
子
と
艶
や
か
な
手
踊
り
を

上
覧
。
合
わ
せ
て
お
や
ま
囃
子
コ
ン
ク
ー
ル
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
角
館
こ
ど
も
園
の
園
児
に
よ
る
小
若

曳
山
も
神
明
社
を
目
指
し
運
行
。「
オ
イ
サ
ー
」

の
元
気
な
声
が
町
中
に
響
き
ま
し
た
。

　
午
後
3
時
か
ら
、
町
内
8
か
所
で
観
光
用
の

や
ま
ぶ
っ
つ
け
が
行
わ
れ
、
そ
の
勇
壮
さ
に
詰

め
か
け
た
大
勢
の
観
光
客
も
歓
声
を
上
げ
て
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
夕
暮
れ
に
な
る
と
、

各
曳
山
は
薬
師
堂
へ
参
拝
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
9
日
は
、
曳
山
同
士
が
道
で
出
会

う
と
、
通
行
の
優
先
権
を
め
ぐ
る
交
渉
を
繰
り

返
し
、
決
裂
す
る
と
実
力
で
通
る
本
番
の
や
ま

ぶ
っ
つ
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
山
車
の
先
頭
部

を
持
ち
上
げ
斜
め
に
な
っ
た
曳
山
同
士
が
豪
快

に
衝
突
す
る
と
、
曳
山
を
曳
く
若
者
ば
か
り
で

は
な
く
、
見
物
す
る
人
を
も
魅
了
す
る
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

角館こども園の小若曳山が、元気に神明社へ向かいます。

角
館
祭
り
の

や
ま
行
事
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令
和
7
年
度

　
　
　
　
　
お
や
ま
囃
子
コ
ン
ク
ー
ル
結
果

　
8
月
27
日
、
仙
北
市
民
会
館
で
仙
北
市
戦
没
者

追
悼
式
が
行
わ
れ
、
仙
北
市
遺
族
連
合
会
会
長
を

は
じ
め
、
市
長
、
市
議
会
議
員
、
遺
族
の
方
々
な

ど
が
参
列
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
開
会
の
辞
に
続
き
、
黙
祷
、
追
悼

の
こ
と
ば
、
来
賓
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
、
参
列
者

に
よ
る
献
花
が
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
静
粛
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
参
列
者
は
戦

没
者
に
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
平
和
へ

の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

浅利美智子 さん
☎ 48-2288

西
木
（
高
屋
、
畑
中
、
山
口
）

地
区
担
当 新しい民生委員・児童委員を

紹介します

　令和 7 年 7 月 23 日付けで、厚生労働大臣から委嘱状が交付さ
れました。
　地域福祉の向上のため活動する民生委員・児童委員を紹介しま
す。お気軽に、ご相談ください。

仙北市戦没者
　　　　追悼式

　
９
月
８
日
、
佐
竹
北
家
上
覧
時
に
各
丁

内
の
曳
山
が
一
堂
に
会
し
、
お
や
ま
囃
子

コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
各

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

【
囃
子
部
門
】
▼
秋
田
県
知
事
賞 

西
部
若

者 
秋
月
会 

代
表 

藤
原
勇
悦 

▼
仙
北
市
長

賞 

七
日
町
丁
内 

わ
ら
び
座 

代
表 

小
沢
剛 

▼
角
館
の
お
祭
り
保
存
会
長
賞 

中
央
通
り 

奏
雅
扇
舞
会 
代
表 
藤
井
哲
也 

▼
田
沢
湖
・

角
館
観
光
協
会
長
賞 
西
勝
楽
町
若
者 

秋
月

会 

代
表 

古
郡
力 

▼
仙
北
市
商
工
会
長
賞 

東
部
若
者 

角
館
お
や
ま
ば
や
し
櫻
義
会 

代

表 

高
橋
透

【
手
踊
り
部
門
】
▼
秋
田
県
知
事
賞 
西
部
若

者 

藤
美
会 

代
表 

藤
原
ミ
サ
子 

▼
仙
北
市

長
賞 

本
町
通
り 

高
橋
キ
ヌ
子
社
中 

代
表 

佐
藤
か
お
り 

▼
角
館
の
お
祭
り
保
存
会
長

賞 

七
日
町
丁
内 

藤
美
会 

代
表 

藤
原
ミ
サ

子 

▼
田
沢
湖
・
角
館
観
光
協
会
長
賞 

西
勝

楽
町
若
者 

藤
美
会 

代
表 

藤
原
ミ
サ
子 

▼

仙
北
市
商
工
会
長
賞 

東
部
若
者 

渡
部
幸
子

社
中 

代
表 

渡
部
幸
子

９
日
に
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事
実
行
委
員
会
本
部

前
で
実
施
し
た
表
彰
式
の
様
子
。

市
制
20
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
大
学
応
援
団
成
果
発
表
会

　
明
治
大
学
応
援
団
は
8
月
30
日
か
ら
9
月
8
日
、
田
沢
湖
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
夏
合
宿
を
行

い
、
6
日
に
は
仙
北
市
民
会
館
で
成
果
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
多
く
の
市
民
が
来
場
し
、
温
か
な
声
援
の
中
、
吹
奏
楽
部
、
バ
ト
ン・チ
ア
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
部
、
応
援
指
導
班
が
そ
れ
ぞ
れ
舞
台
に
立
ち
、
練
習
の
成
果
を
堂
々
と
披
露
し
ま
し
た
。

　
吹
奏
楽
部
は
大
音
量
で
迫
力
あ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響
か
せ
、
バ
ト
ン
・
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

は
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
技
と
息
の
合
っ
た
ダ
ン
ス
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
応
援
指
導
班
は

キ
ビ
キ
ビ
と
し
た
動
き
と
力
強
い
発
声
で
会
場
の
熱
気
を
高
め
、
ス
テ
ー
ジ
全
体
が
一
体
感
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　
最
後
は
会
場
い
っ
ぱ
い
に
拍
手
喝
采
が
広
が
り
、
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

茨
城
県
常
陸
太
田
市

　
　
　
　
　
　
　
市
民
交
流
団
訪
問

　
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事
開
催
期
間
の
9
月
8
日
と
9
日
の
2

日
間
、
有
縁
友
好
交
流
都
市
で
あ
る
茨
城
県
常
陸
太
田
市
の
藤

田
市
長
お
よ
び
市
民
交
流
団
37
人
が
仙
北
市
を
訪
れ
ま
し
た
。 

　
武
家
屋
敷
通
り
を
散
策
し
、
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事
で
は
、
佐

竹
北
家
上
覧
や
、
や
ま
ぶ
っ
つ
け
の
見
学
を
し
た
ほ
か
、
田
沢
湖

ク
ニ
マ
ス
未
来
館
の
見
学
や
田
沢
湖
遊
覧
船
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
3
年
ぶ
り
の
訪
問
と
な
り
仙
北
市
の
魅
力
を
堪
能
し
て
い
ま
し

た
。

（
画
像
右
）
バ
ト
ン
・
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
の
練
習
風
景
。（
画
像
左
）

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
技
と
息
の
合
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
。

応
援
指
導
班
が
力
強
く
校
旗
を
掲
げ
る
。
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が
、
そ
れ
以
降
に
衰
退
し
て
い
く
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。
皆
さ
ん
は
庭
な
ど
に
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
を
植
え
て
い
ま
せ
ん
か
？
最
近
花
が
咲
か
な

く
な
っ
て
き
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
そ
ん
な
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
植
え
ら
れ
て
い
る

桧
木
内
川
堤
で
す
が
、
令
和
7
年
現
在
で
樹
齢

90
年
を
超
え
て
い
る
の
で
、
か
な
り
高
齢
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
の

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
幹
が
腐
朽
し
て
お
り
、
こ
の

ま
ま
手
を
か
け
な
け
れ
ば
や
が
て
衰
退
し
、
枯

れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
今
年
の
春
に
角
館
中
学

校
の
生
徒
さ
ん
と
協
力
し
て
1
本
の
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
幹
断
面
の
約
50
％

が
腐
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
文
化

財
課
で
は
、
そ
の
高
齢
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
寿

命
を
延
ば
す
よ
う
な
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
私
の
師
匠
に
あ
た
る
先
代
の
樹
木
医
の
黒

坂
登
さ
ん
（
元
仙
北
市
職
員
）
は
、
リ
ン
ゴ
の

剪
定
技
術
を
応
用
し
積
極
的
に
桜
を
剪
定
す
る

弘
前
公
園
の
管
理
方
法　
　

 

を
学
び
、
角
館

に
導
入
し
ま
し
た
。
昔
は
「
桜
切
る
馬
鹿
」
と

い
っ
た
よ
う
に
、
桜
は
剪
定
し
な
い
の
が
常
識

で
し
た
が
、
今
は
少
し
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
た

し
か
に
、
剪
定
し
て
傷
口
が
で
き
る
と
、
そ
こ

か
ら
菌
が
侵
入
し
て
幹
の
内
側
が
腐
り
や
す
い

で
す
。
し
か
し
、
病
気
の
枝
や
枯
れ
枝
を
放
置

す
る
こ
と
は
桜
の
た
め
に
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
剪
定
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
に

反
応
し
て
新
し
い
若
い
枝
を
出
し
て
く
れ
ま

す
。
古
い
枝
は
あ
ま
り
花
芽
の
付
き
が
よ
く
な

い
の
で
、
積
極
的
に
剪
定
し
て
新
し
い
若
い
枝

を
出
さ
せ
る
こ
と
で
、
古
木
に
な
っ
て
も
常
に

若
々
し
い
花
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
結
果
的
に

寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で

　
仙
北
市
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
文
化

財
課
の
技
師
で
樹
木
医
の
板
橋
朋
洋
で
す
。
前

回(

広
報
8
月
号)

は
角
館
の
サ
ク
ラ
の
歴
史

の
概
要
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
国
指
定
名

勝
「
桧
木
内
川
堤(

サ
ク
ラ)

」
の
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ(Cerasus 

× 
yedoensis 

‘Som
ei-yoshino

．)

と
い
う

品
種
の
桜
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
は
日
本
の
桜
を
代
表
す
る
品
種
で
、
北
海

道
南
部
か
ら
九
州
に
至
る
各
地
に
植
栽
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
桜
は
江
戸
時
代
に
起
源
が
あ

り
、
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
と
エ
ド
ヒ
ガ
ン
と
い
う

桜
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
作
り
出
さ
れ
た
栽

培
品
種
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
成
長
が
早
く
、
豪

華
な
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
の
お
花

見
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
り
ま
し
た
。
一
方

で
、
病
気
に
弱
く
内
側
の
木
材
が
腐
り
や
す
い

こ
と
か
ら
、
約
60
年
で
寿
命
を
迎
え
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
丁
寧
に
管
理
す
る

こ
と
で
こ
の
寿
命
は
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
現
存
す
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
中
で
は
、
明

治
11
～
13
年
の
頃
に
植
え
ら
れ
た
、
福
島
県
の

開
成
山
公
園
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
最
高
齢
と
さ

れ
て
い
ま
す　
　

 

。
そ
の
た
め
、
少
な
く
と

も
１
５
０
年
く
ら
い
ま
で
は
手
を
か
け
れ
ば
寿

命
を
延
長
で
き
そ
う
で
す
。
も
し
ほ
と
ん
ど
手

を
か
け
な
か
っ
た
場
合
、
ど
う
や
ら
樹
齢
40
年

く
ら
い
ま
で
は
普
通
に
お
花
見
が
で
き
ま
す

桧
木
内
川
堤
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の

管
理
に
つ
い
て

仙北市文化財課
樹木医　板橋朋洋

す
。
桧
木
内
川
堤
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
も
、
こ

れ
ま
で
太
い
幹
も
思
い
切
っ
て
剪
定
し
て
き

ま
し
た
が
、
も
し
か
し
た
ら
、
今
の
桜
の
姿

を
み
て
「
痛
々
し
い
」「
ど
う
し
て
こ
ん
な
切

り
方
を
す
る
の
か
」
と
思
う
方
が
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
思
い
切
っ
た

剪
定
は
、
桜
を
遺
す
た
め
に
あ
え
て
そ
う
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
腐
っ
た
幹
を
残
し
て
い

る
と
倒
木
の
危
険
性
も
高
ま
り
ま
す
。
樹
木

に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
こ
と
も
樹
木
医
の
仕
事

で
す
の
で
、
安
全
に
お
花
見
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
た
め
に
も
、
今
後
も
積
極
的
に
剪
定

し
て
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
若
返
ら
せ
ま
す
。

第
2
回

宮城県仙台市出身。
角館の桜の保存管理業務などを担当。

参
考
文
献
：

　
　
三
瓶
保
之
（
２
０
１
８
）「
郡
山
市
開
成
山 

公
園
内
の
高
齢
，
染
井
吉
野
，
に
対
す
る
樹

齢
の
検
証
」
樹
木
医
学
研
究 

22
：
１
９
５-

１
９
８
．

　
　
橋
場
真
紀
子
（
２
０
２
４
）「
サ
ク
ラ
の

弘
前
公
園
」
樹
木
医
学
研
究 

28
：
１
０
２-

１
０
９
．

※
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※
2

※
1

※
2

　
さ
て
、
今
回
は
桧
木
内
川
堤
の
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
実
は
こ

の
記
事
と
同
じ
広
報
10
月
号
の
4
ペ
ー
ジ
に
、

施
肥(

秋
肥
え)

参
加
者
募
集
の
記
事
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
文
化
財
課
で
は
毎

年
春
に
、
角
館
中
学
校
と
大
曲
支
援
学
校
せ

ん
ぼ
く
校
の
生
徒
さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
い

な
が
ら
桜
に
肥
料
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
か
ら
秋
の
施
肥
も
実
施
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
は
、
冬
か
ら

春
に
か
け
て
、
剪
定
し
て
発
生
す
る
木
材
や
、

花
芽
の
付
い
た
枝
、
破
砕
し
た
チ
ッ
プ
な
ど
を

無
料
で
お
渡
し
し
ま
す
。
花
芽
の
付
い
た
枝
は

水
に
差
し
て
お
け
ば
家
で
も
お
花
見
が
楽
し
め

ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
地
域
の
宝
で
あ
る
角
館
の
サ

ク
ラ
を
守
り
た
い
で
す
。
次
回
は
広
報
12
月
号

で
角
館
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

　子育て支援事業として、子どもの孤食への対応や居場
所作りを主としている「子ども食堂（食彩舞桜）」へか
き氷機などを寄贈しました。
　7 月 25 日に開催した「子ども食堂」では、自分たち
で楽しみながらかき氷を作ったり、高校生が小学生のか
き氷作りをサポートし、 みんなでおいしく味わう姿が見
られました。今年は特に暑さが厳しいなか、冷たいかき
氷は大好評で、参加した子どもたちからは喜びの声が寄
せられています。

一般財団法人 角館感恩講
「子ども食堂」へかき氷機などを寄贈

田沢湖地方猟友会
クレー射撃大会

第5回角館猟友会
クレー射撃大会

　7 月 20 日、田沢湖クレー射撃場で令和 7 年度第 5 回
角館猟友会クレー射撃大会が開催されました。
　大会の結果は次のとおりです。

（敬称略・1 ラウンド 25 個撃ち）
▶優勝 荒木博 21 点
▶準優勝 菅原清一 20 点
▶第 3 位 鈴木治 19 点
▶第 4 位 笹渕誠 19 点
▶第 5 位 伊澤芳郎 18 点
▶ブービー賞 後藤国男

　8 月 24 日、宮城県の名取市文化会館で東北北海道メ
ンズフィジーク選手権が開催されました。
　この「メンズフィジーク」は海で似合う体がコンセプ
トの競技です。引き締まった体はもちろん、健康的で爽
やかな雰囲気、清潔感、所作などを含めた全体のスタイ
ルを競うもので、北海道と東北各県から 4 つのカテゴ
リーに約 50 人が出場しました。
　この大会に出場した倉橋大地さん（田沢湖生保内）は、
168cm 以下級のカテゴリーで 2 位となりました。
　昨年 12 月から、大仙市でパーソナルトレーニングジ
ムを運営している倉橋さんは「健康寿命のカギは筋肉と
言われている。トレーニングの正しいやり方や素晴らし
さを伝えていくことで、地域の方々の健康促進に貢献し
ていきたい」と話しました。

　8 月 14 日、田沢湖地方猟友会の有害駆除等安全と技
術向上の一環として、クレー射撃大会が開催され、18 人
が出場しました。
　大会の結果は次のとおりです。

（敬称略・15 枚× 2 ラウンド )
▶優勝 佐々木徹 26 点
▶準優勝 田口和広 22 点
▶第 3 位 羽川正樹 19 点

写真左から真崎会長、羽川さん、佐々木さん、田口さん。

倉橋大地さん
メンズフィジーク選手権で2位に輝く

写真左から角館猟友会長の笹渕さん、 後藤さん、 荒木さん、原さん、 鈴木さん、 
伊澤さん。
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お
知
ら
せ

▼
▼
▼Inform

ation

おしらせおしらせ
ナビナビ

おしらせおしらせナビナビ
OSHIRASE NAVI

相　
談

▼
▼
▼C

onsultation
行
政
に
関
す
る
相
談
ご
と
は

行
政
相
談
委
員
に

　
国
の
仕
事
や
そ
の
手
続
き
、
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
「
手
続
き
や
申
請
を
ど
こ

に
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」「
国

道
の
危
険
箇
所
を
改
善
し
て
ほ
し
い
」�

「
苦
情
を
申
し
出
た
い
が
、
ど
こ
に
伝

え
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」
そ
ん
な

と
き
は
、
行
政
相
談
委
員
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
行
政
相
談
委
員
と
は
】

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら

委
嘱
を
受
け
て
、
国
の
仕
事
な
ど
に
つ

い
て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受
付
け
、

皆
さ
ん
と
関
係
行
政
機
関
と
の
間
に

立
っ
て
、
そ
の
解
決
を
図
る
「
行
政
と

住
民
の
パ
イ
プ
役
」
で
す
。
定
例
相
談

所
や
そ
れ
ぞ
れ
電
話
で
も
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

●�

行
政
相
談
委
員
／

▼�

大
楽
進 

☎
53ｰ

２
６
９
０

▼�

芳
賀
昭
範 

☎
48ｰ

２
３
５
９ 

●�

10
月
相
談
所
開
設
日
・
場
所
／

▼
９
日
㈭
・
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー 

▼
26
日
㈰
・
仙
北
市
役
所
桧
木
内
出
張
所

●�

時
間
／
13
時
～
15
時

 【
行
政
相
談
特
設
相
談
所
の
開
設
】 �

　
仙
北
市
産
業
祭
の
会
場
内
に
、
特
設

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

無
料
で
相
談
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

●
日
時
／
10
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

　
10
時
～
14
時

無
料
法
律
相
談

無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

●�

日
時
／
10
月
29
日
㈬ 

13
時
30
分
～

●�

場
所
／
角
館
交
流
センタ
ー
第
2
研
修
室

●
相
談
員
／
佐
々
木
優
弁
護
士

●�

相
談
内
容
／
▼
一
般
法
律
相
談 

▼
サ

仙
北
市
社
会
福
祉
協
議
会 

10
月
の
心
配
ご
と
相
談
日

　
事
前
予
約
制
で
相
談
援
助
活
動
と
し

て
心
配
ご
と
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
日
３
日
前
ま
で
予
約
の
ご
連
絡
を

く
だ
さ
い
。

※
民
生
児
童
委
員
が
対
応
し
ま
す
。

●�

日
時
・
場
所
／

▼�

８
日
㈬ 

13
時
～
15
時
・
田
沢
湖
福
祉

医
療
セ
ン
タ
ー

▼
9
日
㈭ 

13
時
～
15
時
・
角
館
支
所 

▼�
15
日
㈬ 

13
時
～
15
時
・
田
沢
湖
総
合

開
発
セ
ン
タ
ー 

▼
20
日
㈪ 
10
時
～
12
時
・
西
木
支
所

●�

申
込
・
問
合
せ
／
仙
北
市
社
会
福
祉

協
議
会

▼
角
館
支
所 

☎
52ｰ
１
６
２
４ 

▼
田
沢
湖
支
所 

☎
43ｰ

１
３
６
８

▼
西
木
支
所 

☎
48ｰ

２
９
４
０

令
和
7
年
度
第
10
回

お
薬
相
談
会

　

今
、
服
用
し
て
い
る
薬
の
こ
と
、

ご
家
族
が
服
用
し
て
い
る
薬
の
こ
と

な
ど
、
お
薬
の
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

家
に
残
っ
て
い
る
薬
の
整
理
（
持
参

し
た
場
合
）
や
家
庭
用
医
薬
品
な
ど

お
薬
の
こ
と
な
ら
何
で
も
相
談
に
の

り
ま
す
。

●�

日
時
／
10
月
28
日
㈫ 

　
15
時
～
16
時
30
分

●�

場
所
・
問
合
せ
／
ク
オ
ー
ル
薬
局

田
沢
湖
店  

☎
43ｰ

９
１
８
９

ラ
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
多
重
債

務
の
ご
相
談 

▼
中
小
企
業
・
個
人

事
業
に
関
す
る
ご
相
談 

▼
高
齢
者
・

障
が
い
者
に
関
す
る
ご
相
談 

▼
交

通
事
故
に
関
す
る
ご
相
談 

▼
子
ど

も
に
関
す
る
ご
相
談

●�

申
込
方
法
／
総
務
課
総
務
係
に
電

話
で
予
約

●
予
約
受
付
時
間
／
平
日
９
時
～
17
時

●�

相
談
時
間
な
ど
／
１
日
先
着
４
人
。

1
人
30
分
以
内
。（
①
13
時
30
分
～

14
時  

②
14
時
５
分
～
14
時
35
分 

③

14
時
40
分
～
15
時
10
分  

④
15
時
15

分
～
15
時
45
分
）

●�

そ
の
他
／
相
談
に
必
要
と
思
わ
れ
る

資
料
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

●�

問
合
せ
／
仙
北
市
総
務
課 

☎
43ｰ

１
１
１
１

第
18
回
仙
北
市
民
卓
球
大
会

●�

日
時
／
11
月
２
日
㈰

▼
開
場
8
時
▼
開
会
式
8
時
30
分

●�

場
所
／
角
館
中
学
校

●�

種
目
／
▼
団
体
戦
…
４
人
以
上
１
チ
ー

ム
（
４
シ
ン
グ
ル
ス
・
１
ダ
ブ
ル
ス
）

※�

高
校
生
・
中
学
チ
ー
ム
・
男
女
混
合
チ
ー

ム
も
参
加
可
▼
個
人
戦
…
小
学
生
低
学

年
の
部
／
小
学
生
高
学
年
の
部

●�

参
加
対
象
／ 

仙
北
市
民
・
仙
北
市

勤
務
者
・
小
・
中
・
高
校
生

●
参
加
費
／
▼
団
体
戦
４
０
０
０
円  

▼
シ
ン
グ
ル
ス
・
小
学
生
５
０
０
円

●
申
込
・
問
合
せ
／
黒
澤

F
A
X
53ｰ

２
７
６
６

☎
０
９
０ｰ

５
４
８
８ｰ

９
６
９
５

※�

小
学
生
シ
ン
グ
ル
ス
決
勝
後
・
団
体

戦
に
入
り
ま
す
。

中
学
生
・
高
校
生

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
大
仙
大
会

　
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
、
中
学
生
・
高

校
生
の
発
表
者
が
お
す
す
め
の
本
の
魅

力
を
５
分
間
で
紹
介
し
、
２
～
３
分
間

の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
、
一
番
読

み
た
く
な
っ
た
本
を
会
場
に
い
る
全
員

で
投
票
し
て
決
め
る
知
的
書
評
合
戦
で

す
。�

　
観
覧
は
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
の
で
、

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

●�

日
時
／
10
月
26
日
㈰
13
時
～

●�
場
所
／
大
仙
市
仙
北
ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー　

●
問
合
せ
／
秋
田
県
南
教
育
事
務
所

あ
じ
さ
い
ぶ
ら
っ
と
サ
ロ
ン

　
「
あ
じ
さ
い
の
会
」
は
、
子
ど
も
た
ち

が
健
や
か
に
育
ち
幸
せ
な
未
来
に
つ
な

が
る
よ
う
と
も
に
考
え
、
語
り
合
い
な

が
ら
歩
む
仲
間
で
す
。
親
と
子
の
悩
み

を
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
配
慮
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
事
前
連
絡
不
要
）

●�

日
時
／
10
月
８
日
㈬
・
22
日
㈬

  

10
時
～
12
時

●�

場
所
／
ち
ば
珈
琲
店（
角
館
町
竹
原
町
）

●�

参
加
料
／
３
０
０
円

●�

問
合
せ
／

▼
安
藤
☎
０
９
０ｰ

２
９
８
９ｰ

２
９
１
８

▼
伊
藤
☎
０
９
０ｰ

３
３
６
３ｰ

４
３
９
１

▼
千
葉
☎
０
９
０ｰ

６
６
８
６ｰ

７
３
０
１

（
ち
ば
珈
琲
店
）

「
あ
じ
さ
い
塾
P
a
r
t
19
」

　
家
庭
教
育
や
療
育
支
援
の
ヒ
ン
ト
に

な
り
対
人
関
係
の
改
善
や
児
童
生
徒
・

青
少
年
の
関
わ
り
方
に
も
役
立
つ
内
容

で
す
。「
子
ど
も
」
と
向
き
合
う
時
間
が

よ
り
豊
か
な
も
の
に
な
る
よ
う
一
緒
に

学
び
考
え
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ

ん
か
？

●�

日
時
／
10
月
12
日
㈰
13
時
30
分
～
15
時

●�

場
所
／
仙
北
市
役
所
角
館
庁
舎
１

階
会
議
室

●�

講
師
／
吉
尾
純 

氏
（
精
神
科
医
）

●�

演
題
／
「
こ
こ
ろ
の
再
発
見
」　

～
発
達
障
害
を
中
心
に
～

●�

申
込
期
限
／
10
月
10
日
㈮

※
託
児
申
込
期
限
は
10
月
2
日
㈭

●
申
込
・
問
合
せ
／
安
藤

☎
０
９
０ｰ

２
９
８
９ｰ

２
９
１
８

E-m
ail:ajisainokai4152@

gm
ail.

com

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付
】

・
８
月
受
付
分　
敬
称
略

�

▼
永
山
良
一
（
西
長
野
）

▼
イ
ン
ス
ペ
ッ
ク
株
式
会
社
（
雲
然
）

▼
黒
山
春
雄
（
西
長
野
）

▼
畠
山
良
夫
（
西
長
野
）

▼
佐
藤
則
子
（
西
長
野
）

▼�

ゼ
ス
プ
リ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル　

株
式
会
社
（
東
京
都
）

▼
熊
谷
弘
美
（
神
代
）

▼
佐
藤
嘉
余
子
（
角
館
上
菅
沢
）

▼
門
脇
カ
ツ
子
（
門
屋
）

▼
佐
藤
節
子
（
神
代
）

10
月
は
不
正
軽
油
一
掃

強
化
月
間
で
す

　
不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
に
灯
油
や
重

油
を
混
ぜ
る
な
ど
し
て
不
正
に
製
造
さ

れ
た
も
の
を
い
い
、
そ
の
製
造
や
使
用

は
軽
油
引
取
税
の
脱
税
や
環
境
汚
染
に

も
つ
な
が
る
非
常
に
悪
質
な
行
為
で
す
。

　
秋
田
県
で
は
、
10
月
を
不
正
軽
油
一

掃
強
化
月
間
と
し
、
事
業
所
な
ど
へ
の

立
ち
入
り
や
、
自
動
車
燃
料
の
抜
き
取

り
な
ど
に
よ
る
不
正
軽
油
の
調
査
を
強

化
し
て
い
ま
す
。
職
員
が
調
査
に
う
か

が
っ
た
際
は
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
秋
田
県
税
務
課

☎
０
１
８ｰ

８
６
０ｰ

１
１
２
４

農
閑
期
の
肥
料
・
除
草
剤
の
　

適
正
管
理
に
つ
い
て

　

仙
北
警
察
署
か
ら
の
お
願
い
で
す
。

肥
料
や
除
草
剤
の
中
に
は
「
尿
素
（
肥

料
）」「
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
（
肥
料
）」「
塩

素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
除
草
剤
）」
が
含

ま
れ
て
お
り
、
爆
発
物
の
原
料
に
な
り

得
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

行
政
書
士
無
料
相
談
会

　
行
政
書
士
制
度
の
一
環
と
し
て
、
次

の
と
お
り
行
政
書
士
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
10
月
25
日
㈯ 

10
時
～
15
時

●�

場
所
／
イ
オ
ン
モ
ー
ル
大
曲
２
階

特
設
会
場
（
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
隣
）

●�

問
合
せ
／
田
口
ま
で

☎
０
９
０ｰ

９
６
７
３ｰ

８
６
９
６

※�

行
政
書
士
は
、
官
公
署
に
提
出
す
る
許

認
可
な
ど
の
申
請
書
の
作
成
や
提
出
手

続
代
理
な
ど
を
行
い
ま
す
。
困
り
ご
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

令
和
8
年
分
軽
油
引
取
税
免
税
証
（
農
業

用
）
交
付
申
請
の
集
合
受
付
に
つ
い
て

　
総
合
県
税
事
務
所
仙
北
支
所
で
の
受

付
は
、
令
和
8
年
2
月
２
日
㈪
か
ら
行

う
予
定
で
す
が
、
一
度
の
来
所
で
済
む

郵
送
で
の
申
請
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

郵
送
申
請
の
際
は
、
１
１
０
円
切
手
を

貼
っ
た
返
信
用
封
筒
も
同
封
し
て
く
だ

さ
い
。
郵
送
申
請
の
受
付
期
間
は
12
月

1
日
㈪
か
ら
12
月
31
日
㈬
ま
で
（
消
印

有
効
）
と
な
り
ま
す
。

 

集
合
受
付
日
程 

●�

地
域
・
受
付
日
／

①
田
沢
湖
・
西
木
地
区
／
11
月
6
日
㈭

②
角
館
地
区
／
11
月
13
日
㈭

●�

時
間
／

▼
10
時
～
11
時
30
分
▼
13
時
～
14
時
30
分

●�

場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
（
多
目
的

ホ
ー
ル
）

※�

指
定
日
程
の
都
合
が
悪
い
場
合
に
は
、

別
の
日
に
ち
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
ま
た

午
後
の
方
が
比
較
的
混
雑
し
ま
せ
ん
。

待
ち
時
間
短
縮
の
た
め
、
書
類
は
記
入

の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●�

注
意
事
項

▼�

申
請
に
必
要
な
書
類
に
つ
い
て
は
、

前
回
免
許
証
交
付
時
に
お
渡
し
し
た

「
農
業
用
免
税
証
交
付
の
手
続
き
に

つ
い
て
」
ま
た
は
秋
田
県
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼�

申
請
書
に
は
日
中
連
絡
が
つ
く
連
絡

先
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
連

絡
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼�

集
合
受
付
時
に
報
告
書
の
提
出
が
間

に
合
わ
な
い
場
合
は
、
前
回
交
付
し

た
免
税
証
の
有
効
期
限
か
ら
１
か
月

以
内
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

問
合
せ
／
秋
田
県
総
合
県
税
事
務
所

課
税
部
課
税
第
二
課

☎
０
１
８ｰ

８
６
０ｰ

３
３
４
１

多
重
債
務
相
談
窓
口

　
秋
田
財
務
事
務
所
で
は
、
借
金
を
抱
え

お
悩
み
の
方
々
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。
お
電
話
の
み

で
も
可
能
で
す
。

●�

窓
口
／
財
務
省 

秋
田
財
務
事
務
所 

理

財
課
（
秋
田
市
山
王
７ｰ

１ｰ

４
秋
田
第

二
合
同
庁
舎
）

●�
相
談
受
付
時
間
／
平
日
８
時
30
分
～
12

時
、
13
時
～
16
時
30
分
（
祝
日
、
年
末

年
始
除
く
）

☎
０
１
８ｰ
８
６
２ｰ
４
１
９
６
（
専
用
）

東
北
電
力
秋
田
支
店「
移
動
相
談
会
」

　
東
北
電
力
秋
田
支
店
で
は
、
角
館
・

田
沢
湖
地
域
で
、
電
気
料
金
や
各
種

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
当
日
は
、
東
北
電
力
の
社
員
が

皆
さ
ま
の
疑
問
や
お
悩
み
に
丁
寧
に
お

応
え
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●�

相
談
内
容
／
電
気
料
金
プ
ラ
ン
や
東

北
電
力
の
く
ら
し
サ
ー
ビ
ス
な
ど

●�

日
程
・
場
所
／

①
10
月
7
日
㈫
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

②�

10
月
8
日
㈬
／
田
沢
湖
総
合
開
発
セ

ン
タ
ー

※
①
②
と
も
10
時
～
15
時
の
開
催

※
予
約
不
要
・
相
談
無
料

●�

問
合
せ
／
東
北
電
力
（
株
）
秋
田
支

店
リ
ビ
ン
グ
営
業
（
南
部
チ
ー
ム
）

☎
０
７
０ｰ

８
８
２
２ｰ

８
０
０
１

※�

平
日
10
時
～
16
時
（
12
時
～
13
時
を

除
く
）

　

農
閑
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
次

の
点
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

肥
料
・
除
草
剤
の
適
正
管
理

�

▼�

野
外
で
野
積
み
に
し
た
ま
ま
に
せ

ず
、
鍵
の
か
か
る
倉
庫
な
ど
で
保
管

す
る
こ
と
。

●�

警
察
へ
の
通
報

�

▼�

盗
難
・
紛
失
に
気
が
つ
い
た
際
は
、

す
ぐ
に
警
察
へ
通
報
す
る
こ
と
。

●�

問
合
せ
／
仙
北
警
察
署

☎
53ｰ

２
１
１
１

秋
田
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
→

●
場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー  

●�

問
合
せ
／
仙
北
市
総
務
課 

☎
43ｰ

１
１
１
１

暖
房
機
器
の
取
り
扱
い
に
注
意
！

使
用
前
に
必
ず
点
検
を
！

　
10
月
に
入
り
、
そ
ろ
そ
ろ
暖
房
機
器

の
準
備
を
始
め
る
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
点
検
や
清

掃
を
行
わ
ず
に
使
用
を
開
始
す
る
と
、

思
わ
ぬ
火
災
に
つ
な
が
る
危
険
が
あ
り

ま
す
。
安
全
に
使
用
す
る
た
め
、
次
の

点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

☑
使
用
前
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト 

・�

電
源
コ
ー
ド
や
ガ
ス
ホ
ー
ス
に
傷
み

や
亀
裂
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・�

ス
ト
ー
ブ
本
体
か
ら
油
漏
れ
、
油
臭
、

異
音
・
異
臭
な
ど
を
感
じ
た
場
合
は
、

製
造
元
ま
た
は
販
売
店
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

・�

誤
っ
た
燃
料
を
給
油
し
な
い
よ
う
、
燃

料
の
種
類
を
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・�

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
式
の
場
合
は
、

給
油
後
に
タ
ン
ク
の
ふ
た
を
し
っ
か

り
と
締
め
ま
し
ょ
う
。

・�

薪
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す
る
際
は
、
煙

突
や
排
気
管
に
す
す
や
ホ
コ
リ
が
溜

ま
っ
て
い
な
い
か
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ら
の
点
に
注
意
し
、
安
全
・
安

心
で
暖
か
い
冬
を
迎
え
る
準
備
を
整
え

ま
し
ょ
う
！

●�

問
合
せ
／
角
館
消
防
署

☎
54ｰ

２
３
０
２

　
11
月
の
講
習
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
定
員
や
実
施
日
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①�

（
も
っ
と
便
利
に
）
エ
ク
セ
ル
関
数

実
践
講
習 

②��

第
一
種
電
気
工
事
士
技
能
試
験
（
下

期
）準
備
講
習【
公
表
問
題
の
練
習
】

③�

初
心
者
の
た
め
の
第
二
種
電
気
工

事
士
技
能
試
験
入
門

④�

ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
（
秋
基
登
録

第
94
号
）

※
９
時
か
ら
17
時
ま
で

⑤�

（
業
務
効
率
化
へ
の
第
一
歩
）
は
じ

め
て
の
マ
ク
ロ
・
V
B
A
基
礎
講
習

⑥�

第
二
種
電
気
工
事
士
技
能
試
験
（
下

期
）準
備
講
習【
公
表
問
題
の
練
習
】

●
時
間
／
９
時
～
16
時
ま
で

●
場
所
／
大
曲
技
術
専
門
校

●�

受
講
資
格
／
現
在
お
勤
め
し
て
い

る
方

●�

受
講
料
／
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は

別
途
）

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

大
曲
技
術
専
門
校

在
職
者
訓
練
の
ご
案
内
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介護を学んでみませんか？
～「介護入門的研修会」のご案内～
　介護について、より多くの方に知っていただくため、
介護入門的研修会を開催します。
　介護保険に関する基礎知識や基礎技術の習得を目的と
して講話と実習を行いますので、興味のある方は気軽に
ご参加ください。
　なお、この研修を修了すると介護職員初任者研修の一
部が免除となります。大仙市と仙北市の 2 か所で開催し
ますので、時間などの都合に合わせてお好きなほうをお
選びください。どちらも参加費は無料です。
●�主な対象者／介護未経験で、介護の仕事に興味のある

方、定年退職予定の方、子育てが落ち着いた方、介護
分野に興味のある学生の方、家族の介護に活かしたい
方など

●�内容／介護保険の概要、介護技術の基本、介護予防・
認知症予防に使える体操、介護での安全・安楽な体の
動かし方など

介護保険事務所からのお知らせ
check!

 大仙市社会福祉協議会 
●�日時／ 11 月 12 日㈬～ 14 日㈮
　8 時 30 分～ 17 時 10 分
※ �1 日目のみ（基本的な知識の習得）の参加も可能です。
●場所／大仙市大曲通町 1-14
　大仙市健康福祉会館 3 階 中会議室
●申込期限／ 11 月 10 日㈪
●申込・問合せ／
▶大仙市社会福祉協議会 ☎ 0187-63-8911
　介護サービス課 高橋・上田・小松まで
　https://daisen-syakyo.net/

 仙北市社会福祉協議会 
●�日時／ 10 月 28 日㈫　8 時 30 分～ 12 時
●場所／仙北市社会福祉協議会 角館支所
●申込期限／ 10 月 21 日㈫
●申込・問合せ／仙北市社会福祉協議会介護事業課
　☎ 54-2493

秋
あ き い ろ

彩こみち
　　　　　　　inかくのだて2025

10月4日（土）
10月5日（日）
※雨天決行（台風などの荒天候の場合のみ中止）

落合運動公園・桜並木 
秋田県仙北市角館町西野川原55-27

　県内外から陶磁・木工・ガラス・布もの、ほかにも
多くの作家さんが出展！飲食店やキッチンカーも並び
ます。会場となる落合河川公園・桜並木で皆さまのお
越しをお待ちしています。

角館駅から徒歩で来場する方へ
　仙北市観光情報センター「角館駅前蔵」でご案内し
ますので、お立ち寄りください。
お車で来場される方へ
　オレンジののぼり旗を目印に「入口」の看板方面か
らお入りください。
●問合せ／秋彩こみち実行委員会

（田沢湖・角館観光協会内）☎54-2700

詳細はこちら→

イ
ベ
ン
ト

▼
▼
▼Events

映
画
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
海
」

上
映
会
に
つ
い
て

　

日
常
生
活
の
便
利
さ
の
裏
側
で
起

き
て
い
る
現
実
を
描
き
、
私
た
ち
に

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト

を
投
げ
か
け
る
作
品
で
す
。

●�

日
時
／
11
月
22
日
㈯ 

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●�

場
所
／
横
手
市
生
涯
学
習
館Ao-na 

ス
タ
ジ
オ
「N

EM
ATTE 

か
ま
蔵
」

●�

定
員
／
１
２
０
人
（
先
着
順
・
参

加
費
無
料
）

●��

申
込
・
問
合
せ
／
認
定
N
P
O
法

人
環
境
あ
き
た
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

☎
０
１
８ｰ

８
５
３ｰ

６
７
５
５

E-m
ail:m

ail@
eco-akita.org

大
曲
支
援
学
校 

せ
ん
ぼ
く
校
祭

　

日
頃
の
学
習
の
成
果
を
地
域
の
皆

さ
ま
に
披
露
す
る
こ
と
で
、
本
校
の

教
育
活
動
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
き
た
く
、
気
軽
に
来
校
の
上
、

ご
参
観
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
10
月
11
日
㈯
9
時
20
分
～
12
時

●�
場
所
／
大
曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く

校
体
育
館

●
申
込
／
事
前
連
絡
は
不
要
で
す
。

角
館
町
武
道
館
完
成
25
周
年　

記
念
演
武
会

　
角
館
町
武
道
協
議
会
で
は
、
角
館
町

武
道
館
完
成
25
周
年
を
記
念
し
、
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
「
角
館
町
武

道
館
完
成
25
周
年
記
念
演
武
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
演
武
会
は
地
域
の
武
道
文
化

の
向
上
と
次
世
代
へ
の
継
承
を
目
的

と
し
て
お
り
、
仙
北
市
市
制
20
周
年
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
10
月
５
日
㈰

▼
13
時
30
分
／
記
念
式
典

▼�

14
時
／
演
武
（
空
手
道
・
合
気
道
・

柔
道
・
剣
道
・
弓
道
の
順
）

▼
16
時
／
閉
会

●�

場
所
／
仙
北
市
角
館
武
道
館

●
問
合
せ
／
角
館
町
武
道
協
議
会

佐
藤
☎
０
９
０ｰ

４
５
５
８ｰ

６
４
１
７

高
橋
☎
０
９
０ｰ

２
３
６
０ｰ

４
７
５
３

第
42
回　
角
館
盆
栽
展

●�

日
時
／
10
月
25
日
㈯
～
27
日
㈪

　
9
時
～
17
時（
最
終
日
は
14
時
ま
で
）

●�

場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
和
室

●�

入
場
料
／
無
料

●�

協
賛
／
書
道　
西
宮
雪
紅
社
中

※
売
店
も
あ
り
ま
す
。

●�

問
合
せ
／
加
藤
ま
で

☎
０
９
０ｰ

９
５
３
５ｰ

７
７
３
８

※�

会
長
で
あ
る
加
藤
敏
雄
の
盆
栽
個
展

「
遊
び
心
」も
同
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

募　
集

▼
▼
▼Recruitm

ent

秋
の
刺
巻
湿
原
観
察
会

　

刺
巻
湿
原
は
日
本
で
最
も
優
れ
た

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
大
群
落
地
で
あ
り
、

南
限
の
オ
オ
バ
ナ
ノ
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ

群
落
な
ど
の
貴
重
な
植
物
が
生
育
す

る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
シ

ダ
植
物
も
貴
重
種
を
含
み
種
類
も
豊

富
で
特
異
で
す
。

　

当
日
は
「
日
本
シ
ダ
の
会
」
の
方

が
た
が
加
わ
り
、
専
門
的
な
お
話
が

聞
け
ま
す
。
木
道
か
ら
の
観
察
で
す

の
で
、
先
着
10
人
の
募
集
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
※
小
雨
決
行

●�

日
時
／
10
月
8
日
㈬

●�

主
催
／
和
賀
山
塊
自
然
調
査
会

●�

問
合
せ
／
千
葉

☎
０
９
０ｰ

９
５
３
０ｰ

１
４
８
４

技
能
検
定
の
実
施
に
つ
い
て

　
令
和
7
年
度
後
期
技
能
検
定
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

●�

実
施
職
種
・
等
級
・
日
程
な
ど
／
受

験
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
二

次
元
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
い
た

だ
く
と
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

●
受
験
申
請
書
の
受
付

▼�

場
所
／
秋
田
県
職
業
能
力
開
発

協
会
や
各
地
域
の
技
能
セ
ン
タ
ー
な
ど

▼�

期
間
／
10
月
２
日
㈭
か
ら
15
日
㈬

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

●�

問
合
せ
／
秋
田
県
雇
用
労
働
政
策
課

☎
０
１
８ｰ

８
６
０ｰ

２
３
０
１

秋
田
県
職
業
能
力
開
発
協
会

☎
０
１
８ｰ

８
６
２ｰ

３
５
１
０

Y
o
u
は
ど
こ
か
ら
仙
北
へ
？  

角
館
に
い
る
外
国
人
観
光
客
へ  

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
み
よ
う
！

　

街
中
で
海
外
の
方
を
見
か
け
る
機

会
は
少
な
い
も
の
。
出
会
っ
て
も
話

し
か
け
る
勇
気
が
で
な
い
…
そ
ん
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
こ
の
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
ぜ
ひ
一
歩
を
踏
み
出
し

て
、
笑
顔
で
「
h
e
l
l
o
！
」
と

あ
い
さ
つ
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

●�

日
時
／
11
月
1
日
㈯

　
10
時
30
分
～
12
時
30
分

●
場
所
／
武
家
屋
敷
周
辺

●
対
象
／
5
歳
～
中
学
生（
先
着
10
人
）

※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い

し
ま
す
。

●
そ
の
他
／
参
加
料
や
申
し
込
み
方

●�

内
容
／
▼
小
学
部
・
中
学
部
・
高
等

部
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
▼
中
学

部
・
高
等
部
の
作
業
学
習
製
品
販

売
▼
福
祉
事
業
所
製
品
販
売
な
ど

●
問
合
せ
／
副
校
長
・
佐
川

☎
42ｰ

８
５
６
８

法
な
ど
、
詳
細
は
、instagram

《suisui_academ
y

》
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
問
合
せ
／
株
式
会
社
リ
ベ
ン
リ
秋

田
ス
イ
ス
イ
ア
カ
デ
ミ
ー 

☎
０
５
０ｰ

３
１
５
４ｰ

１
０
８
０

10:00～16:00

9:00～15:00

　

公
文
書
館
の
講
師
を
迎
え
、
今
年

も
仙
北
市
に
関
連
す
る
講
座
を
行
い

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●�

開
催
日
時
／
10
月
16
日
㈭

　
15
時
～
16
時
30
分

●�

場
所
／
角
館
樺
細
工
伝
承
館

●�

議
題
／
「
国
鉄
動
力
近
代
化
と
生
保

内
線
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
導
入
問
題
」

●�

講
師
／
秋
田
県
古
文
書
館
古
文
書

チ
ー
ム 

畑
中
康
博 

氏

●�

主
催
／
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
角
館
／
北
家

御
日
記
解
読
会
／
北
浦
史
談
会

※�
仙
北
市
で
活
動
す
る
３
つ
の
歴
史
団
体

が
協
力
し
て
企
画
・
開
催
す
る
、
地
域

連
携
の
取
り
組
み
で
す
。

●�

入
場
料
／
無
料 

※
事
前
申
込
不
可

●�

問
合
せ
／

石
川
☎
０
９
０ｰ
２
７
９
９ｰ

９
１
３
２

黒
澤
☎
０
９
０ｰ

７
３
２
２ｰ
６
１
２
５

柴
田
☎
０
９
０ｰ

２
２
７
７ｰ
２
４
５
７

あ
き
た
県
庁 

出
前
講
座

●�
主
催
／
角
館
高
等
学
校
同
窓
会
若

杉
・
駒
草
会
創
立
１
０
０
年
祝
賀

事
業
実
行
委
員
会

●
協
賛
企
画
／

①�

在
校
生
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
講
演　

（
4
月
25
日
実
施
済
）

②�

駒
草
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
お
花
と
お
茶

の
お
も
て
な
し
、
生
け
花
体
験
、
ひ

な
人
形
展
示
（
10
月
13
日
・
14
日
の

2
日
間
）

③
母
校
敷
地
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業

　
（
11
月
１
日
～
10
日 

17
時
～
22
時
）

④�

平
福
記
念
美
術
館
に
お
い
て
両
校

（
旧
制
角
中
、
旧
制
角
館
高
女
）
の

校
歌
誕
生
の
講
話
会
、
座
談
会

　
（
11
月
２
日
㈰ 

13
時
～
15
時
）

※
若
干
で
す
が
聴
講
席
あ
り
ま
す
。

●�

仙
北
市
の
協
力
事
業
／
（
①
と
②
は

9
月
20
日
か
ら
11
月
10
日
ま
で
）

①�

平
福
記
念
美
術
館
／
旧
制
角
中
、
新

制
角
館
高
校
卒
業
生
の
画
家
作
品
展

②�

角
館
樺
細
工
伝
承
館
／
「
角
館
・
学

問
の
系
譜
」

③�

新
潮
社
記
念
文
学
館
／
「
百
穂
と
ア

ラ
ラ
ギ
の
歌
人
た
ち
」（
9
月
5
日

㈮
～
11
月
9
日
㈰
）

角
館
高
等
学
校
創
立
１
０
０
年

祝
賀
事
業
の
お
知
ら
せ



田口幸基　 （85 歳・生保内字船場台）

石川とめ子 （87 歳・生保内字源左エ門野）

田村ハチヱ （90 歳・生保内字雁治塚）

髙橋和美　 （73 歳・小松字城廻）

伊藤則子　 （77 歳・小松字本町）

藤原正一　 （78 歳・神代字街道南）

明平綱之　 （78 歳・卒田字荒町）

菅原マリ子 （86 歳・菅沢）

村瀬俊明　 （78 歳・上野）

大澤晴男　 （90 歳・花場下）

田口ツヱ　 （95 歳・山谷川崎大場）

齋藤充信　 （94 歳・小勝田中川原）

古郡アヤ　 （83 歳・小勝田中川原）

渡部陽子　 （85 歳・小勝田中川原）

國松美代子 （78 歳・小勝田中川原）

安　喜四郎 （84 歳・小勝田中川原）

　原毅　　 （89 歳・西長野野田）

佐々木功　 （80 歳・西長野熊堂）

菅原正　　 （101 歳・西長野古寺）

戸村英雄　 （86 歳・雲然荒屋敷）

菅原勤　　 （82 歳・八割大沢）

髙村シン　 （97 歳・広久内舟場）

田沢湖 10,095 人
角　館 12,271 人
西　木   4,548 人

34人

人の動き　　　（　）内は前月比
（令和7年9月1日現在）

出生
5人 20人

死亡 転入 転出
23人

人口 22,467 人
（－ 32）　

男  10,414 人 （－ 19）
女  12,053 人 （－ 13）

世帯数 10,222 世帯 （－   5）

戸籍の戸籍の
  窓口から窓口から
――88月届出分・敬称略―月届出分・敬称略―

田沢湖   8,423人
角　館 10,437 人
西　木   3,607人

髙橋絃
いと
 （誠・梅沢字西田）

藤枝瑚
こ と
都 （尚登・岩瀬下タ野）

清水風
ふ う り
鈴 （大輝・西田）

10/ 1      ～11/         1  

※表記の価格はすべて税込価格です。

informationおもてなしせんぼく耳より情報

仙北市カレンダー

より多くの人へ適切に情報をより多くの人へ適切に情報を
伝えられるように配慮した見伝えられるように配慮した見
やすいユニバーサルデザインやすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。フォントを採用しています。
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●思い馳せる100周年‐旧制角館中学校創立100周年記念展‐（平
福記念美術館）
●えがおサロン（田沢湖健康増進センター13:00 ～ 15:30）

２
３

４

●企画展「樺細工館蔵品・寄託品展」（角館樺細工伝承館）

●企画展「クニマス～絶滅から発見まで～」（田沢湖クニマス未来館 
9:00 ～ 16:00）
●駒草祭（生保内中学校学校祭）（生保内中学校 9:00 ～ 12:30）

●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00～12:00）
●おはなしかいうさぎのみみ（学習資料館 10:00～ ）
●包和花カフェ（西木温泉ふれあいプラザクリオン12:45 ～ 13:20、
15:25 ～ 16:00）
●秋彩こみち inかくのだて2025（落合運動公園・桜並木10:00 ～ 
16:00）

５
●角館町武道館完成25周年 記念演武会（角館武道館 13:30 ～ 
16:00）
●秋彩こみち inかくのだて2025（落合運動公園・桜並木9:00 ～ 
15:00）
　　　　　さくら歯科医院（角館町・☎0187-54-2747）

６ ●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～ ）

　  7     ●東北電力秋田支店「移動相談会」（角館交流センター 10:00 ～ 
15:00）

８

●学校適正配置 意見交換会（田沢湖総合開発センター 18:30 ～ ）

●かだれ !（田沢湖健康増進センター10:00 ～ 15:00）
●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖福祉医療センター
13:00 ～ 15:00）
●東北電力秋田支店「移動相談会」（田沢湖総合開発センター 10:00 
～ 15:00）
●あじさいぶらっとサロン（ちば珈琲店・角館町竹原町 10:00～
12:00）
●秋の刺巻湿原観察会

９
●やさいの花 小さな朗読会（学習資料館 13:30～ ）
●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 15:00）
●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（角館支所13:00 ～ 15:00）

１０ ●学校適正配置 意見交換会（就業改善センター 18:30 ～ ）
●柿渋染め教室（田沢湖図書館 9:30～12:00）

１１
●秋の和太鼓体験教室（大曲支援学校せんぼく校 13:20 ～ 15:10）

●大曲支援学校 せんぼく校祭（大曲支援学校せんぼく校 9:20 ～ 
12:00）

１２ ●あじさい塾Part19（角館庁舎 13:30 ～15:00）
　　　　　岡田歯科医院（美郷町六郷・☎0187-84-4108）

１３
１４ ●学校適正配置 意見交換会（西木総合開発センター 18:30 ～ ）

１５

●学校適正配置 意見交換会（桧木内公民館 18:30 ～ ）
●やさいの花 おはなし会（学習資料館 13:30～ ）
●オレンジカフェ（NPO 法人かじか瀬スペース 10:00 ～ 12:00）

●オレンジカフェ（白岩コミュニティセンター 14:00 ～ 16:00）

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター
13:00 ～ 15:00）

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●発行日　1 日
●〒 014-1298　秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後 30 番地　● TEL 0187-43-1111　● FAX 0187-43-1300
● E-mail　semboku@city.semboku.akita.jp　● facebook　https://www.facebook.com/sembokucity　
● URL　https://www.city.semboku.akita.jp/　●印刷　㈱三森印刷

１６
●すくすく成長記録Day（さくラッコ 10:00～11:00）
●こころの相談（角館庁舎 13:30 ～、14:30 ～ ）
●あきた県庁 出前講座（角館樺細工伝承館 15:00～16:30）

１７ ●笑いの会（健康管理センター 9:40 ～ 11:30）
●集団健（検）診（山鳩館 13:00 ～ 14:30）

１８
●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10:00～ ）
●オレンジカフェ（グループホーム花みづき3号館地域交流室 14:00 
～ 16:00）

１９ ●仙北市長選挙（詳細は18・19ページをご覧ください）
　　　　　カワラダ歯科医院（角館町・☎0187-55-1188）

２０ ●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（西木支所10:00 ～ 12:00）

２１

●マーブルアート教室（小野崎家 13:30 ～ 15:30）
●若者の居場所（角館交流センター 14:00 ～ 16:00）
●いきいき元気アップ教室（詳細は27ページをご覧ください）

●オレンジカフェ（下延コミュニティーセンター 14:00 ～ 16:00）

㈱成立田沢湖工場（10:00 ～ 10:50）
㈱日東光器田沢湖工場（11:45 ～ 12:45）
仙北市田沢湖総合開発センター（14:30 ～ 16:00）

２２

●あつまれ！0歳児！！（さくラッコ 10:00～12:00）

●ペン習字教室（西木総合開発センター 10:00 ～ 11:30）
●えくぼの会（角館交流センター 10:00 ～ 14:00）
●かだれ !（田沢湖健康増進センター10:00 ～ 15:00）
●あじさいぶらっとサロン（ちば珈琲店・角館町竹原町 10:00～
12:00）

２３ ●第53回角館町樺細工伝統工芸展（角館樺細工伝承館 9:00 ～ 
17:00）

２４ ●こころの相談（角館庁舎 13:30 ～、14:30 ～ ）

２５

●第18回仙北市産業祭（角館交流センター）
●オレンジカフェ（さわやか桜館1階ホール 14:00 ～ 16:00）
●包和花カフェ（角館交流センター 9:00 ～ 16:00）
●行政相談特設相談所（角館交流センター 10:00 ～ 14:00）

●第42回 角館盆栽展（角館交流センター和室 9:00 ～ 17:00 ※最終
日は14:00まで）

２６
●包和花カフェ（角館交流センター 9:00 ～ 15:00）
●行政相談所開設日（市役所桧木内出張所 13:00 ～ 15:00）
　　　　　高橋歯科医院（大仙市角間川町・☎0187-65-2238）

２７
● Japan Wagamama Awards 2026（角館庁舎 17:30 ～ 19:30）

●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～、13:30 ～、14:30 ～ ）

２８ ●お薬相談会（クオール薬局田沢湖店15:00 ～ 16:30）
●介護入門的研修会（角館支所 8:30 ～ 12:00）

２９ ●無料法律相談（角館交流センター 第2研修室 13:30 ～）

３０
３１ ●わくわく広場（さくラッコ 10:30～11:30）
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●秋の施肥（詳細は4ページをご覧ください）
●Youはどこから仙北へ?角館にいる外国人観光客へインタビュー
してみよう !（武家屋敷周辺 10:30～12:30）

No.397No.397

20252025

中島健　　 （85 歳・上桧木内字宮田）

門脇　誠　 （82 歳・門屋字大野関）

沼田京子　 （89 歳・門屋字道目木）

髙橋壽子　 （95 歳・上荒井字田屋）

西宮健助　 （96 歳・上荒井字寺村）

水 1010土
おたんじょうおめでとう　…氏名（保護者・住所）

おくやみもうしあげますおくやみもうしあげます　　…氏名（年齢・住所）…氏名（年齢・住所）

休日歯科  ：休日歯科当番医（診療時間：9:00 ～ 12:00）休日歯科

休日歯科

水

木

金

木

休日歯科

金

土

日

月

土

日

月

献　血

火

水

木

金

火

水

土

日

木

金

土

休日歯科

P4

～26日まで 

～令和8年1月25日まで 

P8

P8 ～29日まで 

P8 ～11月12日まで 

P9 ～11月30日まで 

P9

P12

P17

P17

P17

P17

P18・P19

P22

P22

P22

～24日まで 

P24

P24

P24

P25

P25

P25

毎週土曜

P25

P26

P26

P26

P26

P26

P26

P26

P26

P26

P27

～令和8年2月17日まで 

P27

P27

P27

P27

P25

P27

P27

P27

P27

P28

P38

P25

P38

P38

～26日まで 

P38

P38

P38

P38

P38

P38

P38

P38

P39

P39

P39

P40

P40

P40

P40 ～27日まで 

P40

P41

P41

P41

休日歯科

月

火

水

日

月

火

水

木

金

土

P40

P26

 おすすめ！「日帰りプラン」
お料理おひとり様　4,000円～　※お飲み物代別途
町内会や老人会など、ご宴会はクリオンにおまかせ！
上記以外の内容もご相談承ります。
飲み放題（2 時間）おひとり様 2,500 円もございます。
ぜひお問い合わせください。
 10月のメンテナンス休館日
10 月 30 日㈭はメンテナンスのため休館します。
最新情報はクリオン公式 SNS（X）またはホームページでもご確認
いただけます。

ク 西木町門屋字屋敷田 83-2　☎ 47-2010
時 6:00 ～ 21:00リオン

角館町西長野古米沢 30-19　☎ 55-5888
　 8:30～21:30

 日帰り休憩プラン　ご予約は4名様より
特製弁当　3,900円／特撰会席　4,900円／旬彩御膳　5,900円
ご入浴＋お食事＋ご休憩付き
 忘年会・新年会受付中！
 還暦、お祝い事、古希など記念行事や同期会など事務局
のお手伝いをさせていただきます。
※�毎週火曜日、定期風呂清掃（9:00 ～ 14:00）のため、14 時から通

常営業いたします。
　ご不便をおかけしますが、よろしくお願いいたします。

花 葉館

 仙北市民憩いの日  今月は26日㈰
仙北市民入浴料半額にてご利用いただけます。
※仙北市民と確認できるものを持参ください。
 10 月の定休日は8日㈬・22日㈬です。

風の湯 田沢湖生保内字武蔵野 111-8　☎ 43-2133
時 7:00 ～ 21:00（受付終了 20:00）東
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